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一般
シニア

日系一般
	日系シニア

＝青年海外協力隊／海外協力隊
＝	シニア海外協力隊
＝	日系社会青年海外協力隊／日系社会海外協力隊
＝	日系社会シニア海外協力隊

■ 合計
一般 シニア 日系一般 日系シニア 小計

派遣中
（男性／女性）

448
（205／243）

39
（33／6）

33
（11／22）

9
（5／4）

529
（254／275）

累計
（男性／女性）

45,776
（24,302／21,474）

6,553
（5,298／1,255）

1,542
（597／945）

547
（252／295）

54,418
（30,449／23,969）

■ アフリカ地域
国名 一般 シニア

ウガンダ 7 1
エチオピア 4
ガーナ 17
ガボン 1 1
カメルーン 9
ケニア 9 1
ザンビア 16 2
ジブチ 3
ジンバブエ 7
セネガル 15 1
タンザニア 13 1
ナミビア 7
ベナン 3
ボツワナ 6
マダガスカル 5
マラウイ 1
南アフリカ共和国 1 1
モザンビーク 12 1
ルワンダ 14

国名 一般 シニア 日系一般日系シニア

アルゼンチン 9 3 4
エクアドル 8
エルサルバドル 5
グアテマラ 8
コスタリカ 9
コロンビア 5
ジャマイカ 6 1
セントビンセント 2
セントルシア 2
ドミニカ共和国 16 3
ニカラグア 1
パナマ 2
パラグアイ 7 2 1
ブラジル 25 4
ベリーズ 4
ペルー 11 2
ボリビア 11
ホンジュラス 8
メキシコ 1 3

■ 中南米地域
国名 一般 シニア

インド 10
インドネシア 3
ウズベキスタン 12 1
カンボジア 5 1
キルギス 6
タイ 10 1
中華人民共和国 3
ネパール 17 3
東ティモール 10
フィリピン 5
ブータン 3 1
ベトナム 8 1
マレーシア 3 3
ミャンマー 2
モルディブ 6
モンゴル 8
ラオス 13

■ アジア地域

■ 欧州地域
国名 一般 シニア

セルビア 2

国名 一般 シニア

キリバス 1
サモア 4
ソロモン 9
トンガ 6
バヌアツ 9
パプアニューギニア 9 1
パラオ 3
フィジー 5 1
マーシャル 2 1
ミクロネシア 4

■ 大洋州地域

国名 一般 シニア

エジプト 1
チュニジア 3
モロッコ 3
ヨルダン 7 1

■ 中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況

（2020年11月末現在、単位：人） 

現在の派遣国数

70カ国
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ロゴタイプデザイン：（株）AND
レイアウト：（株）AND
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が活動・生活を円滑に行うための実
践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還元に関する有
益な情報を提供し、対象者に配布しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2019年度3次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

　JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 4、24、30
コンピュータ技術 8、36
品質管理・生産性向上 4
野球 10
珠算 20
小学校教育 14、18、32
看護師 14、26
作業療法士 6、14
医療機器 21
栄養士 10
障害児・者支援 10

■国別索引 掲載ページ
ガーナ 14
カンボジア 14
スーダン 30
セネガル 18、32
タイ 6、8、36
タンザニア 10
トンガ 20
パナマ 14
パプアニューギニア 24
ブラジル 10
ペルー 4
マーシャル 10
ミャンマー 21
ルワンダ 4

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 30
岩手県 18
茨城県 10
群馬県 14
埼玉県 8
東京都 10、21
新潟県 14、20
岡山県 28
高知県 14
福岡県 24、32
長崎県 10
沖縄県 6

2021 JAN

Contents

	 18	  “失敗”から学ぶ
	 	 さん（セネガル・小学校教育・2017年度3次隊）

	 20	 希少職種図鑑
	 	 ▶珠算　 さん（トンガ・2017年度2次隊）
	 	 ▶医療機器　 さん（ミャンマー・2017年度3次隊）

	 22	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 改善の方法／任地の素材を生かしたビジネスアイデア

	 24	 JICA Volunteers’ Before ▶ After 〜人生を変えた2年間〜
	 	 自動車メーカーの海外営業　 さん（パプアニューギニア・コミュニティ開発・2014年度2次隊）

	 26	 帰国後よもやま話
	 	 看護師隊員篇

	 28	 Pick Up OB・OG会
	 	 ▶青年海外協力隊岡山県OV会
	 	 ▶開発教育を考える会

	 30	 先輩隊員のシューカツ記
	 	 アイ・シー・ネット株式会社 社員　 さん（スーダン・コミュニティ開発・2017年度2次隊）

	 32	 JOCV SPORTS NEWS
	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「台所」

	 35	 INFORMATION
	 36	 隊員めし
	 	 新鮮なイカを肝ごと使ったタイ料理「イカとネギの炒め物」

      派遣国の横顔
		  〜タイ〜
	 6	 保健・医療
	 	 さん（︎作業療法士・2017年度2次隊）

	 8	 計画・行政
	 	 さん（コンピュータ技術・2016年度3次隊）

	 4	 JICA Volunteers’ Reports
	 	 ▶派遣国の企業を対象に「5S&カイゼン」に関するウェブセミナーを開催（ペルー）
	 	 ▶︎ルワンダ・コーヒー栽培のリモート技術支援と、日本でのプロモーション（ルワンダ）

	 	 	 特集

      コロナ禍による
		  一時帰国を振り返る
	 10	 　座談会❶
	 	 さん（日系社会青年ボランティア／ブラジル・野球・2018年度1次隊）
	 	 さん（マーシャル・栄養士・2018年度1次隊）
	 	 さん（タンザニア・障害児・者支援・2018年度2次隊）

	 14	 　座談会❷　
	 	 さん（パナマ・作業療法士・2018年度2次隊）
	 	 さん（カンボジア・看護師・2018年度2次隊）
	 	 さん（ガーナ・小学校教育・2018年度1次隊）

JICA海外協力隊の種類（呼称）は、「青年海外協力隊」
「海外協力隊」「シニア海外協力隊」「日系社会青年海
外協力隊」「日系社会海外協力隊」「日系社会シニア海
外協力隊」があります。特に明記されていない場合は「青
年海外協力隊」となります。
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
そ
の
経
験
者
に
よ
る

国
内
外
で
の
注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　

2
0
1
8
年
10
月
か
ら
20
年
3
月
中
旬
ま
で
、

ル
ワ
ン
ダ
の
西
部
県
カ
ロ
ン
ギ
郡
に
あ
る

K
O
P
A
K
A
K
I
農
業
協
同
組
合
で
、
コ
ー
ヒ

ー
栽
培
に
携
わ
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
一
時
帰

国
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
国
内
向
け
の
活
動
と

現
地
向
け
の
リ
モ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
活
動
と
し
て
は
、
ル
ワ
ン
ダ
・
コ
ー
ヒ
ー

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
3
月
末
の
一
時
帰
国
前
に
任
地
に
あ
る
農
協

の
同
僚
に
準
備
し
て
も
ら
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
日

本
に
持
ち
帰
り
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
コ

ー
ヒ
ー
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
日
本
国
内
の
商

社
へ
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
関

係
者
に
カ＊
１

ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

青
リ
ン
ゴ
や
ハ
ニ
ー
の
よ
う
な
風
味
、
レ
モ
ン
の

よ
う
な
酸
味
を
感
じ
る
特
徴
が
あ
り
、
カ
ッ
プ
ス

コ
ア
８
４ .
7
5
点
、
ス＊
２

ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー

と
し
て
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
任
地

の
コ
ー
ヒ
ー
を
日
本
で
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

カ
フ
ェ
の
店
舗
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
方
や
自
家
焙

煎
の
オ
ー
ナ
ー
に
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

ル
ワ
ン
ダ
へ
向
け
た
リ
モ
ー
ト
で
の
活
動
は
、

若
手
農
家
の
支
援

を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
必

要
性
を
感
じ
た
の

は
、
農
協
が
抱
え

る
課
題
の
1
つ
に

後
継
者
不
足
が
あ

る
と
知
っ
た
と
き

で
す
。
ル
ワ
ン
ダ

に
い
る
間
に
、
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
に
協
力
し
て
く
れ

る
若
手
農
家
を
探
し
、現
在
も
リ
モ
ー
ト
で
支
援
。

20
年
11
月
現
在
、
7
人
の
意
欲
的
な
若
手
農
家
が

農
協
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

19
年
12
月
に
若
手
農
家
の
畑
に
一
緒
に
植
え
た

苗
木
の
生
育
状
況
を
確
認
し
、
定
期
観
察
や
情
報

共
有
を
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
か
ら
写
真
を
送
っ
て

も
ら
い
、
苗
木
の
様
子
や
葉
の
色
を
見
て
、
し
っ

か
り
と
肥
料
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま

す
。
肥
料
の
不
足
時
は
、
農
協
の
同
僚
に
肥
料
の

在
庫
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
彼
ら
に
供
給
す
る
よ

う
農
業
技
官
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。一
時
帰
国

直
後
の
4
月
に
は
農
業
技
官
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
若
手
農
家
を
招
集
し
て
、
肥
料
の
撒
き
方
の

指
導
を
行
う
な
ど
、
双
方
が
連
携
し
て
活
動
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
ル
ワ
ン
ダ

は
7
月
か
ら
乾
期
を
迎
え
る
の
で
、
そ
の
間
に
土

壌
の
乾
燥
防
止
や
保
水
性
を
保
つ
た
め
の
マ
ル
チ

ン
グ
の
技
術
指
導
や
、
直
射
日
光
を
防
ぐ
た
め
バ

ナ
ナ
な
ど
の
シ
ェ
ー
ド
ツ
リ
ー
を
定
植
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
も
し
ま
し
た
。

　

20
年
11
月
に
は
「
農
協
か
ら
1
5
0
本
の
コ
ー

ヒ
ー
の
苗
木
が
配
布
さ
れ
た
」
と
若
手
農
家
か
ら

報
告
を
も
ら
い
、
農
協
と
若
手
農
家
と
の
連
携
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
的
に
ル
ワ
ン
ダ
の
若
手
農
家
の

支
援
や
ル
ワ
ン
ダ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
日
本
の

消
費
者
へ
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
た
際
に
は
、
日
本
の
方
を
ル
ワ
ン
ダ
へ

案
内
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
生
産
現
場
を
見
て
い
た
だ

く
よ
う
な
ツ
ア
ー
の
開
催
や
、
現
地
農
協
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
日
本
へ
招
待
し
、
生
産
国
と
消

費
国
の
橋
渡
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
12
月
に
ペ
ル
ー
に
派
遣
さ
れ
ま

し
た
が
、
20
年
3
月
上
旬
に
ペ
ル
ー
国
内
に
非
常

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
3
月
下
旬
に
一
時
帰
国

と
な
り
ま
し
た
。
帰
国
後
の
4
月
上
旬
か
ら
私
の

配
属
先
で
あ
る
生
産
省
と
活
動
に
つ
い
て
の
連

絡
を
再
開
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
た
会
議
を
週
1
回
の
定
例
会
議
と
し
て
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
一
時
帰
国
期
間

は
6
カ
月
程
度
を
想
定
し
て
い
た
の
で
、
4
〜
10

月
ま
で
の
活
動
と
、
再
赴
任
後
の
活
動
計
画
を
作

成
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
ペ
ル
ー
中
小
零
細
企
業

へ
の
「
改
善
セ
ミ
ナ
ー
」
を
ネ
ッ
ト
上
で
実
施
す

る
こ
と
。
回
数
は
、
2
カ
月
に
1
度
、
6
カ
月
間

で
3
回
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
い
く
つ
か
の
問
題
に
直
面
し

ま
す
。
ま
ず
は
日
本
と
ペ
ル
ー
と
の
時
差
が
14
時

間
あ
る
こ
と
で
す
。
お
互
い
に
利
用
で
き
る
時
間

は
1
〜
1 .
5
時
間
で
、こ
の
時
間
で
は
表
面
的
な

内
容
し
か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
問
題
は
、
受

講
企
業
の
方
々
は
現
在
大
変
に
厳
し
い
経
済
状

況
に
あ
っ
て
、
一
般
常
識
レ
ベ
ル
の
講
習
を
受
け

て
い
る
時
間
が
な
い
こ
と
。
最
後
は
ネ
ッ
ト
利
用

の
セ
ミ
ナ
ー
の
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
た
め
、
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
企
業
が
少
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題

は
、
配
属
先
の
同
僚

が
各
都
市
商
工
会
議

所
と
の
打
ち
合
わ
せ

を
何
回
も
熱
心
に
行

い
、
最
終
的
に
次
の

内
容
で
実
施
す
る
こ

と
で
解
決
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、フ
ル
企
画
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、実
務
的

な
改
善
手
法
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
し
、
か
つ
グ
ル

ー
プ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
成
果
発
表
、
演
習
な

ど
を
含
ん
だ
内
容
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
短
時
間

で
効
率
良
く
行
う
た
め
、
無
料
通
話
ア
プ
リ
を
併

用
し
た
同
時
通
訳
を
用
意
し
、各
回
1
〜
1 .
5
時

間
で
週
2
回
、計
14
回
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

第
1
期
は
、
計
14
回
の
全
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
無
事

終
了
。
主
催
者
側
と
し
て
嬉
し
か
っ
た
の
は
グ
ル

ー
プ
別
の
発
表
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

内
容
を
正
し
く
理
解
し
、
自
社
へ
の
応
用
を
真
剣

に
考
え
て
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
僚
も
今
回
の
新
し
い
試
み
に
果
敢
に
挑
戦
し

て
く
れ
ま
し
た
。
50
人
と
い
う
多
く
の
参
加
者
が

い
た
た
め
、
グ
ル
ー
プ
分
け
に
時
間
が
か
か
り
、

緊
急
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
な
い
な
ど
失
敗

も
あ
り
ま
し
た
が
、
通
話
ア
プ
リ
の
併
用
と
担
当

者
の
増
員
で
乗
り
越
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験

は
同
僚
の
大
き
な
自
信
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現※

在
は
第
2
期
に
入
っ
て
い
ま
す
。
前
回
、
演

習
の
回
答
時
間
が
足
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
の
で
、
今
回
は
演
習
問
題
の
事
前
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
説
明
項
目
の
実
際
の

イ
メ
ー
ジ
を
掴
み
辛
い
参
加
者
が
い
る
と
い
う

新
た
な
問
題
も
わ
か
り
、
短
い
映
像
を
使
用
す
る

試
み
も
始
め
て
い
ま
す
。

　

課
題
や
問
題
の
対
応
に
追
わ
れ
る
日
々
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
ペ
ル
ー
の
中
小
零
細
企
業
の
再
起
を
図
る
と
い

う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
向
か
い
、
企
業
の

方
々
に
相
談
す
る
「
場
」
の
提
供
と
改
善
手
法
を

紹
介
し
、
方
向
性
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Peru派遣国の企業を対象に 「5S&カイゼン」に
関するウェブセミナーを開催

J
IC

A
 V

o
lu

n
teers' R

ep
o
rts

支援しているルワンダの若手農家たち。鹿毛さんは、農家のコーヒー収量増加や収入向上を目的に活動
し、若手農家の支援のほかに、農協内のモデルファームづくり、農協の運営改善支援、観光地へのコーヒ
ー豆の販路拡大、観光客向けコーヒーツアーなどマーケティング向上支援を行った

一時帰国前に、ペルーの同僚たちと会議後に撮影したもの

文 ＝ さん（シニア海外協力隊／ペルー・品質管理・生産性向上・2019年度2次隊）

ルワンダ・コーヒー栽培のリモート
技術支援と、日本でのプロモーション
文 ＝ さん（ルワンダ・コミュニティ開発・2018年度2次隊）

セミナー画面ではペルーの人たちに日本の風
景を紹介しようと背景に日本の桜を採用した

国内プロモーション活動のカッピングの様子

＊1 カッピング…香りや味の評価。　
＊2 スペシャリティコーヒー…各国に存在するスペシャリティコーヒー協会が定める評価基準に合格したコーヒーのこと。甘さ、酸味の特徴などを評価し、100点中80点以上の評価をスペシャリティコーヒーと呼ぶ。　

Rwanda 
Japan

ルワンダでの活動およびリモート活動

ル
ワ
ン
ダ
で
の
活
動

〈2018年11月～
19年10月〉自己学習

ルワンダの自宅でコーヒーの苗木
を育てる。

〈19年5月～〉
若手農家支援の準備

農協のモデルファームづくり、若
手農家探し。

〈19年10月16日〉
農協支援

農協のモデルファームに300本
の苗木を定植。

〈19年11月7日〉
若手農家支援

若手農家4人が農協に加入、苗
木を配布し、各農家の畑に定植。

〈20年3月19日〉
若手農家支援

一時帰国前に3人の若手農家が
農協に加入。

〈20年3月20日〉
若手農家支援 苗木の生育状況を確認。

リ
モ

−

ト
支
援

〈20年4月〉
若手農家支援

若手農家対象、農業技官による
肥料散布方法のワークショップ。

〈20年6月〉
農協支援

農協のモデルファームの苗木の
生育状況確認。

〈20年7月〉
農協、若手農家支援

若手農家の苗木の生育状況確認、
マルチングや栽培の技術指導。

〈20年11月〉
農協、若手農家支援 農協が苗木を若手農家に配布。

開催までの流れ

〈5カ月前〉
一時帰国

ペルーに非常事態宣言が発
令されてペルー国内の全移
動が禁止になり、自宅待機。
その後、一時帰国。

〈4カ月前〉
配属先との
連絡再開

緊急事態宣言後に、連絡が
取れなかった職場の同僚と
の連絡を再開。

〈3カ月前〉
企画

一時帰国中でも行える活動
を模索。ウェブセミナーを計
画する。

〈2カ月前〉
内容精査

ウェブセミナーの実施方法、
内容、期間など企画内容の
精査を行う。

〈1カ月前〉
関係部門調整

配属先の生産省と各地商工
会議所との間で詳細調整を
行う。

セミナー
第1期

8月17日〜10月1日に計14回
開催。

セミナー
第2期

10月26日〜12月10日に計
14回開催。

※ 執筆は11月中旬。
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間
で
、4
人
の
患
者
の
自
宅
の
改
修
を
支
援
。日
本
で

は
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
の
退
院
時
に
自
宅
の
評
価
を

行
い
、リ
ハ
ビ
リ
職
が
住
宅
改
修
に
か
か
わ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。し
か
し
、配
属
先
の
リ
ハ
ビ
リ
職
は

住
宅
改
修
の
理
解
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、彼

ら
と
共
に
以
下
の
よ
う
な
段
取
り
で
進
め
、技
術
の

伝
達
を
図
っ
た
。

❶
患
者
宅
を
訪
問
し
、主
に
玄
関
、寝
室
、浴
室
、ト
イ

レ
に
つ
い
て
生
活
の
安
全
性
を
確
認
す
る
。

❷
「
手
す
り
の
取
り
付
け
」「
段
差
を
な
く
す
」「
ド

ア
の
変
更
」な
ど
、改
修
の
プ
ラ
ン
を
作
成
。

❸
現
地
の
職
人
や
「
セ
ン
タ
ー
」の
職
業
的
リ
ハ
ビ

リ
の
教
員
で
改
修
を
実
施
。

❹
改
修
の
1
カ
月
後
に
患
者
宅
を
訪
問
し
、問
題
点

が
解
消
さ
れ
て
い
る
か
を
再
評
価
す
る
。

　
住
宅
改
修
の
対
象
と
な
っ
た
患
者
か
ら
の
評
判
は

良
好
だ
っ
た
。例
え
ば
、以
前
は
浴
室
の
扉
の
上
部
か

ら
吊
る
し
た
ロ
ー
プ
を
掴
み
、や
っ
と
の
思
い
で
車

椅
子
か
ら
浴
室
に
移
動
し
て
い
た
患
者
が
い
た
が
、

退
院
し
た
患
者
の
家
の
改
修
を
支
援

　

タ
イ
に
は
、「
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
へ
の
継
続
が
欠
け
て
い
る
」と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
。そ
の
た
め
「
セ
ン
タ
ー
」に
来
る
患
者
は
、

そ
れ
以
前
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
ず
に
麻

痺
や
筋
力
低
下
、関
節
可
動
域
制
限
な
ど
の
後
遺
症

で
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
狩
俣
さ
ん
の
「
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る

活
動
の
1
つ
と
な
っ
た
の
は
、「
自
助
具
」の
ア
イ
デ

ア
を
同
僚
た
ち
に
紹
介
す
る
こ
と
だ
。自
助
具
と
は
、

不
自
由
に
な
っ
た
手
や
指
な
ど
に
装
着
し
、食
事
な

ど
の
日
常
生
活
動
作
を
可
能
に
す
る
道
具
。現
地
で

は
市
販
品
の
入
手
が
難
し
か
っ
た
た
め
、現
地
で
入

手
可
能
な
材
料
で
手
づ
く
り
す
る
方
法
を
伝
え
た
。

 

「
セ
ン
タ
ー
」で
の
も
う
1
つ
の
活
動
は
、車
椅
子
や

杖
歩
行
で
退
院
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
患
者
の
自
宅

を
、彼
ら
が
生
活
し
や
す
い
よ
う
改
修
す
る
方
法
の

指
導
だ
。「
セ
ン
タ
ー
」に
配
属
さ
れ
て
い
た
約
1
年

な
い
実
態
だ
。「
ト
イ
レ
の
入
り
口
が
狭
く
、車
椅
子

で
入
れ
な
い
」「
し
ゃ
が
ん
で
す
る
和
式
の
ト
イ
レ

な
の
で
、障
害
者
や
高
齢
者
に
は
使
え
な
い
」
…
…
。

そ
う
し
た
問
題
に
着
眼
で
き
た
の
は
、「
セ
ン
タ
ー
」

時
代
に
患
者
の
住
宅
の
改
修
を
経
験
し
て
い
た
か
ら

だ
っ
た
。

　
そ
う
し
て
狩
俣
さ
ん
は
「
病
院
」に
配
属
さ
れ
て

い
る
時
期
、県
内
の
郡
立
病
院
が
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
支
援
を
活
動

の
1
つ
の
柱
と
し
た
。具
体
的
に
は
、ベ
ッ
ド
か
ら
車

椅
子
を
使
っ
て
安
全
に
ト
イ
レ
に
行
く
た
め
の
環
境

を
つ
く
る
方
法
を
提
案
。院
内
で
の
ハ
ー
ド
面
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
患
者
の
自
立
に
つ
な
が
り
、同

時
に
自
宅
で
の
生
活
に
戻
っ
た
際
に
必
要
と
な
る
動

き
の
訓
練
に
な
る
こ
と
を
、配
属
先
の
ス
タ
ッ
フ
や

家
族
に
周
知
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
取
り
組
み
だ
。

　
一
方
で
狩
俣
さ
ん
は
、作
業
療
法
の
訓
練
方
法
や

自
助
具
の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
同
僚
と
共
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
編へ

ん

纂さ
ん

。現
地
の
医
療
従
事
者
が
い
つ
で
も
活

用
で
き
る
よ
う
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
サ

ー
ビ
ス
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
う
え
で
、帰
国
の
途

に
就
い
た
。

浴
室
内
に
台
と
手
す
り
を
設
置
し
た
こ
と
で
、移
動

の
負
担
が
激
減
。一
方
、住
宅
改
修
に
携
わ
っ
た
同
僚

た
ち
へ
の
技
術
の
伝
達
も
進
ん
だ
。「
ど
の
よ
う
な

太
さ
の
手
す
り
が
持
ち
や
す
い
か
」な
ど
、患
者
に
と

っ
て
重
要
な
改
修
の
「
着
眼
点
」を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
に
向
け
て

 

「
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
へ
の
継

続
が
欠
け
て
い
る
」と
い
う
前
述
の
課
題
に
関
し
て
、

2
カ
所
目
の
配
属
先
で
あ
る
「
病
院
」で
は
、そ
の
対

策
へ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。ス
ラ
ー
ト
タ
ー
ニ

ー
県
内
の
19
の
郡
に
は
そ
れ
ぞ
れ
郡
立
の
病
院
が
あ

っ
た
が
、「
病
院
」が
中
心
と
な
り
、そ
れ
ら
郡
立
病

院
が
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え
た
患
者
の
入
院
を
受

け
入
れ
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
支
援
を
進
め
て
い
た
の
だ
。例
え
ば
、

「
病
院
」の
医
師
や
看
護
師
、理
学
療
法
士
、作
業
療
法

士
が
各
郡
立
病
院
を
回
り
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
で
重

点
を
置
く
べ
き
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。狩
俣
さ
ん
は

そ
の
巡
回
に
同
行
。そ
こ
で
見
え
て
き
た
の
は
、い
ず

れ
の
郡
立
病
院
で
も
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る

た
め
に
必
要
な
「
ハ
ー
ド
面
」の
環
境
が
整
っ
て
い

❶❷下肢麻痺の患者の家の改修例　❶は改修前で、浴室の入り口に吊るした紐につかまって車椅子から浴室に移動していた 
❷は台と手すりで移動を容易にした改修後　❸「病院」に配属されていた時期、デイケア施設の利用者の自宅を施設のスタッ
フと共に訪れ、生活のしやすさに関する家の評価を実施した（左端が狩俣さん）　❹「センター」に配属されていた時期にアイ
デアを紹介した自助具の例　❺郡立病院向けに作成した回復期リハビリのための環境整備のマニュアル

　
作
業
療
法
士
隊
員
と
し
て
タ
イ
に
派
遣
さ
れ
た
狩

俣
さ
ん
は
、2
カ
所
の
医
療
施
設
で
約
1
年
ず
つ
活

動
し
た
。最
初
の
配
属
先
は
、労
働
災
害
で
怪
我
や
病

気
を
負
っ
た
人
に
医
療
的
リ
ハ
ビ
リ
や
職
業
的
リ
ハ

ビ
リ
を
提
供
す
る
「
労
災
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」の
1
つ
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）。工
業
が

盛
ん
な
タ
イ
東
部
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
に
あ
る
入
所
型
施

設
だ
。技
術
を
伝
え
る
作
業
療
法
士
が
「
セ
ン
タ
ー
」

に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
移
っ
た
2
カ

所
目
の
配
属
先
は
、タ
イ
南
部
の
ス
ラ
ー
ト
タ
ー
ニ

ー
県
に
あ
る
ス
ラ
ー
ト
タ
ー
ニ
ー
病
院
（
以
下
、「
病

院
」）。病
床
数
が
1
0
0
0
床
に
の
ぼ
る
同
県
最
大

の
総
合
病
院
で
あ
る
。

　
日
本
で
は
以
下
の
よ
う
な
3
ス
テ
ッ
プ
で
リ
ハ
ビ

リ
が
行
わ
れ
る
が
、 「
セ
ン
タ
ー
」と
「
病
院
」は
そ

れ
ぞ
れ
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
と
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
を
提

供
す
る
位
置
付
け
の
施
設
だ
っ
た
。

【
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
】　
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
直
後
や

治
療
中
に
、症
状
の
安
定
や
寝
た
き
り
の
防
止
を
目

的
と
し
て
行
う
リ
ハ
ビ
リ

【
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
】　
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
の
後
に
、

低
下
し
た
能
力
を
獲
得
し
、在
宅
生
活
へ
の
復
帰
を

目
的
と
し
て
行
う
リ
ハ
ビ
リ

【
維
持
期
リ
ハ
ビ
リ
】　
急
性
期
リ
ハ
ビ
リ
と
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
で
獲
得
さ
れ
た
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し

て
行
う
リ
ハ
ビ
リ

JICA海外協力隊の派遣国ごと
に、それぞれの代表的な職種・
分野の活動例を、任地の文化
や様子と共に紹介します。

タ イ

さん
（︎作業療法士・2017年度2次隊）

■ PROFILE
1982年生まれ、沖縄県出身。リハビリの専
門学校を卒業後、作業療法士として病院に
勤務。2017年9月に青年海外協力隊員とし
てタイに赴任。19年9月に帰国。協力隊時
代に新潟医療福祉大学大学院に入学し、現
在までタイのリハビリについて研究。

■ 活動概要
東部労災リハビリテーションセンター（ラヨーン
県）とスラートターニー病院（スラートターニー
県）で、主に以下の活動に従事。
●退院患者の住宅改修に関する技術支援
●病院の環境整備に関する技術支援
●作業療法に関する同僚への技術指導

Field1
保健・医療

「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
」
が

欠
け
て
い
る
と
い
う
課
題
へ
の

対
策
に
尽
力

異
な
る
性
格
の
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
2
施
設
で
活
動
し
た
狩
俣
さ
ん
。
メ
イ
ン
の
活
動

の
1
つ
と
な
っ
た
の
は
、
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
継
続
や
安
全
な
生
活
を
可
能
に
す
る
た

め
に
病
院
や
家
の
改
修
を
支
援
す
る
こ
と
だ
。

任地ひと口メモ

〈スラートターニー県〉

県内の国立公園内にある観光名所、チャオラン湖。「タイの桂
林」と呼ばれている

右：タイ南部で衣類に使われている伝統布。今でも高齢者が
愛用するほか、正装服に仕立てて使われることもある
左：タイ南部の伝統料理「カノムチーン」。野菜を盛り付け、細
麺にカレーをかけた料理

❶

❷❸

❹

❺



し
て
挙
げ
ら
れ
、議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。そ
の
な
か

で
対
策
と
し
て
出
た
案
が
、「
ハ
ッ
カ
ソ
ン

（
h
a
c
k
a
t
h
o
n
）」と
い
う
催
し
の
開
催
だ
。

「
ハ
ッ
カ
ソ
ン
」は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
「
h
a
c
k
」と
、「
m
a
r
a
t
h
o
n

（
マ
ラ
ソ
ン
）」を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。参
加
者
が
同

じ
時
間
に
一
斉
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
、そ
の

技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
競
う
催
し
の
こ
と
で
、世
界
各

地
で
I
C
T
教
育
の
一
環
な
ど
と
し
て
実
施
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
チ
ュ
ラ
ポ
ー

ン
」は
2
0
1
6
年
に
日
本
の
高
等
専
門
学
校
（
高

専
）の
設
置
・
運
営
を
行
う
国
立
高
等
専
門
学
校
機

構
と
業
務
提
携
の
覚
書
を
交
わ
し
て
い
た
。そ
こ
で

森
見
さ
ん
た
ち
は
、「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」と
高
専
の
生

徒
が
競
い
合
う
大
会
に
し
よ
う
と
着
想
。そ
う
し
て

森
見
さ
ん
の
任
期
の
半
ば
、国
を
ま
た
い
だ
次
の
よ

う
な
ス
テ
ッ
プ
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
が
実
現
し
た
。審
査

員
は
専
門
家
な
ど
に
依
頼
し
た
。

❶
「
対
象
は
高
校
1
年
生
」「『
U
n
i
t
y
』と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
っ
た
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー

っ
た
経
験
は
皆
無
だ
っ
た
。そ
こ
で
、I
C
T
の
教
員

を
対
象
に
教
育
省
が
実
施
し
た
P
y
t
h
o
n
に
関

す
る
研
修
会
に
2
人
で
参
加
。そ
う
し
て
共
に
勉
強

を
進
め
つ
つ
、教
育
省
が
つ
く
っ
た
P
y
t
h
o
n

の
指
導
用
教
材
に
散
見
さ
れ
た
間
違
い
を
森
見
さ
ん

が
訂
正
し
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
A
さ
ん
が
講
義
を
行

う
と
い
う
役
割
分
担
で
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

を
運
営
し
て
い
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
大
会
を
開
催

　
こ
の
よ
う
に
授
業
に
関
与
す
る
な
か
で
森
見
さ
ん

が
感
じ
た
の
は
、生
徒
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

対
す
る
興
味
が
薄
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
の
問

題
を
解
決
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
チ
ュ

ラ
ポ
ー
ン
」の
他
の
系
列
校
に
配
属
さ
れ
て
い
た
4

人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
隊
員
た
ち
と
の
協
働
で
あ

る
。着
任
し
て
ま
も
な
く
か
ら
、彼
ら
と
の
情
報
交
換

の
場
で
「
生
徒
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
対
す
る

興
味
を
ど
う
引
き
出
す
か
」と
い
う
こ
と
が
課
題
と

グ
授
業
に
U
n
i
t
y
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の
開
発
を

導
入
。す
る
と
生
徒
た
ち
は
高
い
意
欲
を
見
せ
る
よ

う
に
な
り
、授
業
以
外
の
時
間
に
森
見
さ
ん
や
B
さ

ん
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
質
問
を
す
る
生
徒

も
現
れ
た
。

　
一
方
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
効
果
を
耳
に
し
た
教
育
省

は
、「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
し
、

必
修
科
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
に
U
n
i
t
y

の
指
導
を
導
入
。さ
ら
に
、各
系
列
校
に
U
n
i
t
y

で
ゲ
ー
ム
の
開
発
を
す
る
部
活
を
立
ち
上
げ
る
よ
う

勧
め
た
こ
と
か
ら
、6
校
で
そ
れ
が
実
現
し
た
。森
見

さ
ん
の
任
期
が
終
わ
る
直
前
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術

隊
員
た
ち
は
2
回
目
の
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
実
施
。初
回

と
同
様
、「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」と
高
専
の
生
徒
た
ち
が

決
勝
を
戦
う
も
の
だ
。こ
の
と
き
は
、教
育
省
が
生
徒

の
渡
航
費
な
ど
を
負
担
し
て
く
れ
た
。そ
う
し
て
、協

力
隊
員
が
手
を
貸
さ
な
く
て
も
ハ
ッ
カ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
る
可
能
性
が
確
認
で
き
た
う
え
で
、森
見
さ
ん

は
帰
国
の
途
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
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ム
を
3
人
の
チ
ー
ム
で
開
発
し
、そ
の
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
競
う
」と
い
っ
た
企
画
の
骨
子
を
ま
と
め
る
。

❷
「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」の
各
系
列
校
が
3
人
ず
つ
選

出
し
た
代
表
生
徒
を
、所
属
校
が
異
な
る
3
人
の
混

成
チ
ー
ム
に
再
編
し
、予
選
を
実
施
。

❸
予
選
の
上
位
3
チ
ー
ム
を
日
本
に
連
れ
て
行
き
、

3
校
の
高
専
が
そ
れ
ぞ
れ
1
つ
ず
つ
出
し
た
代
表
チ

ー
ム
と
決
勝
を
実
施
。

 「
大
会
を
き
っ
か
け
に
、生
徒
た
ち
が
寝
ず
に
ゲ
ー
ム

を
や
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
心

配
な
ん
だ
」。予
選
の
時
期
か
ら
A
さ
ん
に
替
わ
っ
て

森
見
さ
ん
の
新
た
な
C
P
と
な
っ
た
男
性
教
員
（
以

下
、B
さ
ん
）は
、ハ
ッ
カ
ソ
ン
の
開
催
前
に
こ
う
漏

ら
し
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、当
日
の
生
徒
た
ち
の
様
子

を
見
た
彼
は
、「
寝
る
の
が
惜
し
い
く
ら
い
に
ゲ
ー

ム
開
発
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
。こ
ん
な
に
真
剣
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
る
姿
を
初
め
て
見
た
」

と
感
激
。そ
の
後
、彼
の
提
案
に
よ
り
、教
員
が
内
容

を
自
由
に
決
め
ら
れ
る
選
択
科
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

さん
（︎コンピュータ技術・2016年度3次隊）

■ PROFILE
1984年生まれ、埼玉県出身。創価大学大
学院理工学研究科修士課程で超小型人工
衛星を研究し、その開発・打ち上げを経験。
修了後、無線機会社にシステムエンジニアと
して勤務。2017年1月に青年海外協力隊員
としてタイに赴任（現職参加）。19年1月に帰
国し、復職。

■ 活動概要
科学技術系人材の育成を目指す中高一貫校

「プリンセス・チュラポーン・サイエンス・ハイス
クール・ロッブリー校」（ロッブリー県）に配属
され、主に以下の活動に従事。
●プログラミング授業の支援
●ハッカソンの企画・運営（他隊員との協働）

Field2
計画・行政

　
森
見
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、科
学
技
術
系
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
理
科
と
数
学
の
教
育
に
重
点

を
置
く
公
立
の
学
校
グ
ル
ー
プ
「
プ
リ
ン
セ
ス
・
チ

ュ
ラ
ポ
ー
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」（
以

下
、「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」）の
系
列
校
。全
国
を
12
の
学

区
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
に
1
校
ず
つ
系
列
校
を
配
置

し
て
い
る
が
、い
ず
れ
も
全
寮
制
の
中
高
一
貫
校
で
、

授
業
料
や
生
活
費
は
無
料
だ
。中
学
と
高
校
の
そ
れ

ぞ
れ
で
入
試
が
行
わ
れ
、理
科
と
数
学
に
つ
い
て
は

全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る
学
力
を
持
つ
生
徒
が

集
ま
っ
て
く
る
。森
見
さ
ん
の
配
属
先
は
、タ
イ
中
部

の
ロ
ッ
ブ
リ
ー
県
に
あ
る
系
列
校
（
以
下
、ロ
ッ
ブ

リ
ー
校
）。求
め
ら
れ
て
い
た
役
割
は
、I
C
T
（
情

報
通
信
技
術
）の
授
業
を
支
援
す
る
こ
と
だ
。
校
内

に
は
、W
i
n
d
o
w
s
を
搭
載
し
た
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
と
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
置
く
教
室
が
1

つ
ず
つ
と
、M
a
c
i
n
t
o
s
h
を
搭
載
し
た
デ

ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
を
置
く
教
室
が
1
つ
備
え
ら

れ
て
お
り
、い
ず
れ
も
置
か
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
の

台
数
は
1
ク
ラ
ス
の
人
数
以
上
。I
C
T
授
業
の
環

境
は
申
し
分
な
い
も
の
だ
っ
た
。

 

「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」の
系
列
校
は
、1
9
9
3
年
に
開

校
し
た
当
初
は
通
常
の
中
等
教
育
機
関
だ
っ
た
。タ

イ
の
中
等
教
育
で
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を
目
指

す
公
立
校
が
初
め
て
設
立
さ
れ
た
の
は
2
0
0
0

年
。首
都
バ
ン
コ
ク
の
近
郊
に
あ
る
高
校
「
マ
ヒ
ド

ン
・
ウ
ィ
ッ
タ
ヤ
ヌ
ソ
ン
・
ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、マ

ヒ
ド
ン
校
）で
あ
る
。そ
の
後
、地
方
で
も
同
種
の
学

校
が
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
、「
チ
ュ

ラ
ポ
ー
ン
」の
系
列
校
に
マ
ヒ
ド
ン
校
の
教
育
シ
ス

テ
ム
が
移
植
さ
れ
た
。「
理
科
と
数
学
の
コ
マ
数
が

多
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」「
1
ク
ラ
ス
は
24
人
で
、各
学

年
は
6
ク
ラ
ス
」な
ど
が
そ
の
骨
格
で
あ
る
。

現
地
教
員
と
二
人
三
脚
で
授
業
を
実
施

　
森
見
さ
ん
が
支
援
し
た
授
業
の
1
つ
は
、高
校
1

年
生
で
必
修
科
目
と
し
て
行
わ
れ
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」の
授
業
だ
。
そ
の
担
当
教
員
を
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
（
以
下
、C
P
）と
し
、主
に
知
識
の
提
供
や

教
材
の
作
成
な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
っ
た
。

　
任
期
前
半
に
C
P
と
な
っ
た
の
は
、10
年
近
い
教

職
経
験
を
持
つ
女
性
教
員
（
以
下
、A
さ
ん
）。森
見

さ
ん
は
着
任
早
々
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
に
関
す

る
困
難
に
直
面
し
た
。タ
イ
教
育
省
か
ら
の
指
示
に

よ
り
、マ
ヒ
ド
ン
校
と
「
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
」の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
授
業
で
扱
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
が
、

1
9
7
0
年
代
に
登
場
し
た
「
C
言
語
」か
ら
90
年

代
に
登
場
し
た
「
Pパ
イ

ソ

ン

y
t
h
o
n
」に
変
更
さ
れ
た

の
だ
。A
さ
ん
も
森
見
さ
ん
も
P
y
t
h
o
n
を
扱

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
へ
の

生
徒
の
興
味
を
引
き
出
す
た
め

ゲ
ー
ム
開
発
の
大
会
を
実
施

中
高
一
貫
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
森
見
さ
ん
。
現
地
教
員
と

二
人
三
脚
で
授
業
を
進
め
る
一
方
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
出
す
た
め
、
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
技
術
隊
員
た
ち
と
共
に
、ゲ
ー
ム
開
発
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
競
う
大
会
を
実
施
し
た
。

任地ひと口メモ

〈ロッブリー県〉

クメール王朝時代の12〜3世紀に建てられた寺院「プラーン・
サームヨート」。野生の猿が多く集まる県の観光名所だ

森見さん（中央）と左の女性
が身につけているのは、「ロッ
ブリースタイル」と呼ばれる
地域の伝統衣装。地元の人
は祭りのときなどにこのスタ
イルになる。ゆったりとした
ズボンとフリルが付いたシャ
ツが基本だ

コンピュータ技術隊員たちが作成したプレゼン資料を使いながら、
プログラミング授業で新たに行うこととなったゲーム開発の指導をするBさん

❶❷ハッカソンの決勝でゲームの開発に取り組む「チュラポーン」の代表生徒
たち　❸プログラミング授業で生徒がつくったプログラムをチェックする森見さ
ん　❹「チュラポーン」がその名を冠する王女の誕生日にロッブリー校で行われ
た記念祭で、王女の写真に敬意を表している生徒たち

❹

❸

❶

❷



念
だ
っ
た
の
は
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た

め
配
属
先
の
人
や
野
球
の
教
え
子
た
ち
に
直

接
会
っ
て
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
は
ま
だ
ブ
ラ

ジ
ル
国
内
の
感
染
者
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
帰

国
す
る
こ
と
を
配
属
先
の
人
に
電
話
で
伝
え

る
と
、「
こ
こ
に
い
た
ほ
う
が
安
全
だ
ろ
う
」

と
言
わ
れ
、「
確
か
に
そ
の
と
お
り
だ
」
と
悔

し
く
思
い
ま
し
た
。

富
口　

私
が
一
時
帰
国
の
連
絡
を
受
け
た
の

は
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
る

J
I
C
A
マ
ー
シ
ャ
ル
支
所
の
会
議
に
出
席

す
る
た
め
、
協
力
隊
員
た
ち
が
み
な
首
都
に
集

ま
っ
て
い
る
最
中
で
し
た
。
任
地
が
地
方
だ
っ

た
私
は
、
帰
国
の
準
備
な
ど
せ
ず
に
首
都
に
来

て
い
た
の
で
す
が
、
私
の
任
地
で
感
染
の
疑
い

が
あ
る
人
が
出
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
、
一
度
も
任
地
に
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま

ま
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
無
念
さ
か
ら
、
私
は
小
島
さ
ん
と
同
じ
隊

次
で
す
が
、
当
時
は「
再
赴
任
の
可
能
性
は
な

い
」
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
お
土

産
を
買
う
気
に
も
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ー

シ
ャ
ル
は
そ
の
時
期
は
ま
だ
陽
性
が
明
ら
か

に
な
っ
た
人
は
1
人
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
任

地
の
人
た
ち
に
首
都
か
ら
電
話
で
帰
国
す
る

こ
と
を
伝
え
る
と
、
や
は
り「
こ
っ
ち
に
い
た

ほ
う
が
安
全
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

西
野
　
私
が
J
I
C
A
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所

か
ら「
一
時
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
の

知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
で

初
め
て
感
染
者
が
出
た
直
後
で
し
た
。
私
の
配

属
先
で
あ
る
全
寮
制
の
聾
学
校
も
す
ぐ
に
閉

鎖
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
も
そ

れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
が
、
私
は
2
0
1
8
年
度
2
次
隊
で
ま
だ
任

期
が
半
年
ほ
ど
残
っ
て
い
た
の
で
、
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
た
場
で
は「
日
本
に
帰
る
こ
と
に

な
っ
た
け
れ
ど
、
ま
た
戻
っ
て
く
る
よ
」
と
伝

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
は
呑
気
に
再
赴
任

で
き
る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
、
同

僚
や
近
所
の
人
た
ち
に
も
、
や
は
り「
ま
た
戻

っ
て
く
る
か
ら
」
と
軽
い
あ
い
さ
つ
だ
け
で
済

ま
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

編
集
部　

2
週
間
の
健
康
観
察
期
間
を
含
め
、

帰
国
し
た
直
後
は
ど
の
よ
う
な
過
ご
し
方
を

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

小
島　

自
宅
で
健
康
観
察
期
間
を
過
ご
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
間
は
ほ
と
ん
ど
放
心
状
態

で
、
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
後
ろ
向
き
な
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
例
え
ば
、
私
が
赴
任
し
て
い
た
当

時
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
10
人
を
超
え
る
野
球
隊
員

が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
1
カ
月
後
に
は
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
現
地
の
大
人

の
チ
ー
ム
と
親
善
試
合
を
し
た
り
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
野
球
教
室
を
開
い
た
り
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
野
球
隊
員
は
普
段
、
個
別

に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
に「
プ

レ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
そ
れ
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
は
、

残
念
な
気
持
ち
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

富
口
　
私
が
よ
う
や
く「
再
赴
任
は
無
理
だ
」

と
冷
静
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

帰
国
前
後
の
状
況

編
集
部　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
っ
て
一
時
帰
国
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
か
ら
、
実
際
に
帰
国
す
る
ま
で
の
間
、
ど
の

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
か
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

小
島　

J
I
C
A
ブ
ラ
ジ
ル
事
務
所
か
ら「
一

時
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
の
連
絡
を
受

け
た
時
点
で
、
私
の
隊
次
で
あ
る
2
0
1
8
年

度
1
次
隊
は
任
期
終
了
予
定
ま
で
残
り
3
カ

月
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
再
赴
任
す
る
こ
と
な

く
任
期
終
了
と
な
る
の
を
前
提
に
荷
物
の
準

備
な
ど
を
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
そ
う
な
る

こ
と
を
覚
悟
し
て
の
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。
残
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一時帰国をした後、再赴任が叶わないまま任期終了を迎
えた3人に、一時帰国が決まってから現在までの流れや、
「志半ばでの任期終了」が自身の協力隊経験にとって持
つ意味についてお話しいただいた。

特  集 

コロナ禍による

一時帰国を振り返る

特集：コロナ禍による一時帰国を振り返る

新型コロナウイルスの感染拡大により、派遣中の協力隊員が一斉に一時帰国するという未曾有の事態となった2020年。彼らは

一時帰国中、日本にいながら任地のためにできる活動に取り組んだり、日本国内の課題解決に取り組んだりと、ボランティアス

ピリットを発揮して「今、自分にできること」を自発的に探し、実践してきた。一方、再赴任が叶わないまま、志半ばで任期を

終えることになった協力隊員も少なくない。本特集では、「一斉一時帰国」を経験した協力隊員たちに、体験してきたことやこ

うした状況への思い、今後の希望などを語り合ってもらった。

「『ブラジルを抜け出してきた』
という申し訳なさがある」

上：協力隊時代の小島さん（後列右から2人目）
と、指導をした13〜14歳の野球チーム。サン
パウロ州サンパウロ市にある配属先の日系人
団体「アニャンゲーラ日系クラブ」が運営する
チームだ
右：JICA青年海外協力隊事務局に勤務する
現在の小島さん

1993 年生まれ、茨城県出身。大学卒業後、教員
として聾学校に約 2 年間勤務。退職後の 2018 年
10 月、青年海外協力隊員としてタンザニアに赴任。
聾学校に配属され、小学生への算数と理科の指導
などに従事する。20 年 3 月に一時帰国し、同年
10 月に任期終了。21年 4 月から県庁に福祉職で
勤務する予定。

さん
（タンザニア・障害児・者支援・2018年度2次隊）

1987 年生まれ、長崎県出身。大学院の修士課程
を修了した後、栄養学の教員として短期大学に勤
務。退職後の 2018 年 7月、青年海外協力隊員と
してマーシャルに赴任。病院に配属され、院内や
地域、学校での栄養教育などに従事する。20 年 3
月に一時帰国し、同年 7月に任期終了。21年 2 月
から管理栄養士として学校に勤務する予定。

さん
（マーシャル・栄養士・2018年度1次隊）

1991年生まれ、東京都出身。大学卒業後、信用
金庫に約 4 年間勤務。小学生のときから社会人に
なるまで野球を継続。退職後の 2018 年 7月、日
系社会青年ボランティアとしてブラジルに赴任。少
年・少女への野球指導などに従事する。20 年 3 月
に一時帰国し、同年 7月に任期終了。現在は JICA
青年海外協力隊事務局に国内協力員として勤務。

さん　（日系社会青年ボランティア／

ブラジル・野球・2018年度1次隊）

❶❸ ❷

❶
ブラジル

❷
マーシャル❸

タンザニア

「志半ばでの任期終了」
が持つ意味とは？

座談会1

※派遣名称は派遣当時のものです。



方
々
の
た
め
に
力
に
な
り
た
か
っ
た
。
そ
れ
が

で
き
な
か
っ
た
無
念
さ
や
申
し
訳
な
さ
を
持

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
事
も
な
か
っ
た
場
合

よ
り
も
、
マ
ー
シ
ャ
ル
や
国
際
協
力
に
対
す
る

思
い
が
は
る
か
に
強
い
状
態
で
任
期
終
了
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
自
分
の
今
後
の
人
生
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
で
す
。
国
の
間
の
行
き
来
が
解
禁
と

な
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
す
ぐ
に
マ
ー
シ
ャ
ル
に

飛
ん
で
行
き
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的
な
つ
な

が
り
と
い
う
面
で
も
、
協
力
隊
時
代
に
活
動
を

共
に
し
た
現
地
の
N
G
O
な
ど
と
の
協
働
を

し
っ
か
り
続
け
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
野　

お
2
人
が
お
話
し
さ
れ
た
よ
う
な
申

成
田
空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
で
し
た
。
健
康

観
察
期
間
を
過
ご
し
た
場
所
は
私
も
自
宅
だ

っ
た
の
で
す
が
、「
何
か
し
な
け
れ
ば
」
と
思

い
つ
つ
、
心
の
整
理
が
つ
か
な
い
た
め
、
何
も

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
、自
然
に「
何

か
を
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
ま
で

待
と
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
し
ば
ら
く
は
、

ひ
た
す
ら
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

西
野　

私
が
健
康
観
察
期
間
を
過
ご
し
た
場

所
は
J
I
C
A
筑
波
で
、
2
週
間
後
に
自
宅
に

戻
り
ま
し
た
。
私
が
よ
う
や
く「
再
赴
任
は
難

し
そ
う
だ
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

帰
国
の
約
1
カ
月
後
で
す
。
き
っ
か
け
は
、「
任

期
満
了
扱
い
で
任
期
の
終
了
を
早
め
る
」
と
い

う
選
択
肢
を
J
I
C
A
か
ら
提
示
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
1
カ
月
間
は
、
再
赴
任

で
き
る
も
の
だ
と
真
剣
に
思
っ
て
い
た
の
で
、

ス
ワ
ヒ
リ
語
と
英
語
の
勉
強
を
続
け
た
り
、
次

の
学
期
で
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
算
数

の
単
元
の
予
習
を
し
た
り
と
、
再
赴
任
に
向
け

た
自
己
研
鑽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

任
期
終
了
後
の
進
路

編
集
部　

小
島
さ
ん
と
富
口
さ
ん
が
何
も
手

に
付
か
な
い
状
態
を
脱
し
、
前
向
き
に
な
れ
た

の
は
、
帰
国
し
て
ど
れ
く
ら
い
経
っ
た
こ
ろ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

小
島　

私
は
1
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
で
し

た
。
協
力
隊
員
と
し
て
日
本
で
も
で
き
る
こ
と

を
や
っ
た
う
え
で
任
期
の
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
ビ
デ
オ
通
話
で
教

え
子
た
ち
に
野
球
の
指
導
を
す
る
と
い
っ
た

こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
任
地
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
環
境
が
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
と
は

時
差
が
12
時
間
あ
る
た
め
、
対
応
は
た
い
て
い

早
朝
で
し
た
。

富
口　

私
が「
そ
ろ
そ
ろ
何
か
や
ろ
う
」
と
い

う
意
欲
が
湧
い
て
き
た
の
も
、
や
は
り
帰
国
し

て
1
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。
そ
う
し

て
、
作
成
に
着
手
し
た
も
の
の
、
一
時
帰
国
で

未
完
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
病
院
食
の
新
た

な
レ
シ
ピ
を
完
成
さ
せ
、
配
属
先
の
病
院
に
送

る
活
動
な
ど
を
進
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

編
集
部　

西
野
さ
ん
は
帰
国
の
約
1
カ
月
後

に「
再
赴
任
は
難
し
そ
う
だ
」
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
こ
か
ら
の

過
ご
し
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
野　

私
は
漠
然
と「
来
年
か
ら
働
き
始
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い

た
の
で
、
任
期
終
了
を
早
め
る
必
要
性
が
な

く
、
予
定
の
任
期
終
了
日
で
あ
る
10
月
22
日
ま

で
協
力
隊
員
の
立
場
を
継
続
す
る
道
を
選
び

ま
し
た
。
再
赴
任
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
向
け
た
自
己

研
鑽
を
続
け
る
一
方
、
次
の
進
路
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
自

分
は
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を
広
く

支
援
す
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い
の
だ
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
た
た
め
、
21
年
度
に
採
用

さ
れ
る
地
方
公
務
員
の
採
用
試
験
へ
の
応
募

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
任
期
終
了
の
1
カ
月
前
に

県
庁
の
福
祉
職
の
内
定
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

小
島　

私
が
次
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
始
め

た
の
も
、
や
は
り
帰
国
し
て
1
カ
月
ほ
ど
経
っ

て
任
地
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の

指
導
を
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。
私
は
派
遣
前
も

派
遣
中
も
任
期
終
了
後
の
仕
事
に
つ
い
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
協
力
隊
員
が
一
時
帰
国
す
る
と

い
う
状
況
の
な
か
、
J
I
C
A
事
務
所
の
企
画

調
査
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）
が
大
変
な
ご

苦
労
を
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、

こ
う
し
た
方
々
に
協
力
隊
員
の
活
動
は
支
え

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
私

も
協
力
隊
事
業
を
支
え
る
よ
う
な
仕
事
が
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
て
任
期
終
了
の
1
カ
月
後
に
就
い
た
の
が
、

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
の
国
内
協
力
員
と

い
う
今
の
ポ
ス
ト
で
す
。

富
口　

私
が
就
職
活
動
を
始
め
た
の
は
、
7
月

し
訳
な
さ
は
、
私
も
感
じ
て
い
ま
す
。
一
時
帰

国
が
決
ま
っ
て
か
ら
実
際
に
帰
国
す
る
ま
で

の
間
、
現
地
の
同
僚
た
ち
に
よ
く「
タ
ン
ザ
ニ

ア
は
感
染
者
が
ま
だ
わ
ず
か
で
、
日
本
は
と
て

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
帰
国

す
る
の
か
？
」
と
問
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う

と
き
に「
日
本
の
ほ
う
が
医
療
の
レ
ベ
ル
が
高

い
の
で
安
全
だ
か
ら
」
な
ど
と
は
言
え
ま
せ
ん

か
ら
、「
確
か
に
こ
こ
に
い
た
ほ
う
が
安
全
だ

と
思
う
け
れ
ど
、
日
本
が
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
ん
だ
」
と
い
っ

た
説
明
で
お
茶
を
濁
す
こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
う
し
て
帰
国
し
た
こ
と
を
申
し

訳
な
く
思
う
気
持
ち
を
何
か
し
ら
の
形
で
償

い
た
い
と
、
再
赴
任
が
叶
わ
な
い
こ
と
が
見
え

て
き
た
こ
ろ
か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
例
え
ば
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
産
の
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
コ
ー
ヒ
ー
を
積
極
的
に
買
う
。「
お
金
の

支
援
を
し
て
も
、
持
続
的
な
開
発
に
は
つ
な
が

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お
金
が
な
け
れ

ば
何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
赴
任
中
に

実
感
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
帰
国
し
て「
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
驚
い
た
の
で
す
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を

支
援
す
る
た
め
に
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
入
を
行
っ

て
い
る
よ
う
な
N
G
O
な
ど
か
ら
積
極
的
に

コ
ー
ヒ
ー
を
買
う
こ
と
は
、
日
本
に
い
な
が
ら

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
対
し
て
で
き
る
支
援
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
任
期
が
終
了
し
て
か
ら
で
し
た
。
私
は
派
遣

前
か
ら
、
協
力
隊
を
経
験
し
た
後
は
栄
養
士
と

し
て
現
場
で
働
こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
栄

養
士
の
経
験
が
な
い
の
に
教
員
を
務
め
て
い

る
こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
う
し
て
参
加
し
た
協
力
隊
で
栄
養
指

導
に
取
り
組
む
な
か
、「
大
人
」
の
行
動
変
容

を
引
き
出
す
の
が
い
か
に
難
し
い
か
を
痛
感

し
、任
期
終
了
後
は「
子
ど
も
」
の
栄
養
へ
の
意

識
を
育
て
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
方
向
性

で
就
職
活
動
を
進
め
た
結
果
、
21
年
度
か
ら
学

校
の
管
理
栄
養
士
と
し
て
給
食
の
管
理
や
食

育
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
申
し
訳
な
さ
」
を
糧
に

編
集
部　

今
振
り
返
っ
て
、
任
期
の
途
中
で
一

時
帰
国
を
し
、
そ
の
ま
ま
任
期
終
了
を
迎
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ご
自
身
の
協
力
隊

経
験
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
と
お
感

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

小
島　

私
が
帰
国
し
た
後
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
感

染
者
は
爆
発
的
に
増
え
て
し
ま
い
、「
自
分
は

任
地
の
人
た
ち
を
置
い
た
ま
ま
、
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
抜
け
出
し
て
き
た
」
と
い
う
申
し
訳
な
い
気

持
ち
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
い
つ
か
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
っ
て
何
か
し
ら
の

貢
献
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ

と
で
あ
れ
実
践
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

富
口　
「
自
分
だ
け
抜
け
出
し
て
き
た
」
と
い

う
申
し
訳
な
さ
は
、
私
も
感
じ
て
い
ま
す
。
私

は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
赴
任
し
た
わ
け
で

す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
大
変
な
事
態
に
な

っ
た
と
き
こ
そ
、
現
地
に
と
ど
ま
り
、
現
地
の
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「大変な事態だからこそ、現地
にとどまり、力になりたかった」

上：配属先のイバイ病院（クワジェリン環礁イ
バイ地区）が管轄する地域の小学校で、栄養
教育の授業を行う協力隊時代の富口さん
左：富口さんは任期終了後、就職活動がひと
段落すると山小屋に2カ月間勤務。そこでよう
やく、新たな生活に向けた気持ちの切り替え
ができたと言う

「『なぜ日本に帰るのか』という
質問に答えられなかった」

上：配属先であるムワンガ聴覚支援学校（キ
リマンジャロ州ムワンガ県）で、放課後にサッ
カーの指導をする協力隊時代の西野さん
右：西野さんは再就職の時期が2021年4月
となったことから、現在は技能実習生が来日
できなくなったために人手不足となっている地
元茨城県の農家でアルバイトをしている

特集：コロナ禍による一時帰国を振り返る



も
る
生
活
は
相
当
強
い
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で「
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
」
と

思
い
、
毎
日
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
が
、
高
齢
者
の
健
康
問
題
を
知
っ
た

の
も
そ
の
こ
ろ
で
、
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め

に
も
な
る
と
思
い
、
体
操
教
室
を
始
め
ま
し

た
。

人
手
不
足
の
農
家
の
支
援

編
集
部　

宮
田
さ
ん
が
一
時
帰
国
中
に
取
り

組
ま
れ
た
活
動
も
、
日
本
国
内
の
課
題
解
決
に

関
す
る
も
の
だ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

宮
田　

技
能
実
習
生
が
コ
ロ
ナ
禍
で
来
日
で

き
な
く
な
り
、
人
手
不
足
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

群
馬
県
嬬
恋
村
の
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
で
、
一
時
帰

国
中
の
協
力
隊
員
た
ち
が
収
穫
作
業
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く「
嬬
キ
ャ
ベ
海
外
協

力
隊
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。
一
時
帰
国
中
の
協
力
隊
員
に
、

再
赴
任
後
の
活
動
や
任
期
終
了
後
の
仕
事
に

向
け
て「
地
域
」
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
つ
く
る

と
い
う
狙
い
も
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
企
画

し
た
の
は
同
県
で
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
自
然
塾
寺
子
屋
で
し
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施
期
間
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
定
植
期

と
収
穫
期
に
あ
た
る
5
月
か
ら
11
月
ま
で
で

し
た
。
順
次
加
わ
っ
て
い
く
形
で
計
12
人
の
協

力
隊
員
が
参
加
し
た
の
で
す
が
、
私
は
出
身
が

群
馬
県
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
の
時

点
で
案
内
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
か
ら
最
後
ま
で

参
加
し
ま
し
た
。
群
馬
県
で
困
っ
て
い
る
方
が

い
る
な
ら
力
に
な
り
た
い
、
農
業
の
経
験
は
皆

無
だ
っ
た
の
で
学
び
も
多
い
だ
ろ
う
と
い
っ

た
理
由
か
ら
の
参
加
で
し
た
。

編
集
部　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
中
は
ど
の

よ
う
な
生
活
を
送
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
田　

嬬
キ
ャ
ベ
海
外
協
力
隊
の
隊
員
は
み

な
同
じ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
い
た
の
で
す
が
、

収
穫
が
ピ
ー
ク
と
な
る
2
カ
月
間
ほ
ど
は
、
朝

3
時
に
ホ
テ
ル
を
出
て
、
午
前
中
い
っ
ぱ
い
収

穫
作
業
を
行
い
、
2
時
間
の
休
憩
を
挟
ん
だ
後

に
キ
ャ
ベ
ツ
を
詰
め
る
箱
の
組
み
立
て
を
3

時
間
行
う
と
い
う
の
が
、
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
し
た
。
そ
う
し
た
生
活
を
通
じ
て
、
わ
ず

か
な
が
ら
も
農
業
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
、
人
の
役
に
も
立
て
た
と
い
う
だ
け
で
も
あ

り
が
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
お
世
話
に
な
っ
た

農
家
に
は
ラ
オ
ス
人
の
技
能
実
習
生
が
2
人

い
た
の
で
、
彼
ら
と
か
か
わ
る
な
か
で
技
能
実

習
の
制
度
や
実
情
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
学
び
で
し

た
。
彼
ら
は
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
日
本
語
の
勉
強
を
あ
る
程
度
し
て
か
ら
日

本
に
来
て
い
る
た
め
、
翻
訳
機
の
力
を
借
り
な

が
ら
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
協
力
隊
員
と
か
な
り

込
み
入
っ
た
話
題
に
つ
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

道
願　

技
能
実
習
生
の
方
々
の
労
働
環
境
が

悪
い
と
い
っ
た
情
報
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
宮
田
さ
ん
た
ち
が
一
緒
に
働
か
れ

た
技
能
実
習
生
の
方
々
は
、「
働
く
時
間
が
長

す
ぎ
る
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
口

に
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
か
。

宮
田　

ほ
か
の
農
家
で
働
い
て
い
る
技
能
実

習
生
の
話
な
ど
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
技
能
実
習
生
は
受
け
入
れ
先
の
農
家
に

っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
藤　

お
1
人
で
活
動
を
企
画
し
、
実
践
さ
れ

た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
は
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
原
動
力
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

道
願　

私
自
身
が
体
を
動
か
す
機
会
に
も
な

る
と
い
う
点
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
帰
国
直
後
、
と
て
も
混
乱
し
て
い
る
状
態
だ

っ
た
た
め
、
健
康
観
察
期
間
を
や
り
過
ご
す
た

め
に
帰
国
直
前
に
パ
ナ
マ
で
買
っ
た
ゲ
ー
ム

ば
か
り
を
し
て
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
次
第
に
体
重
が
増
え
、
だ
る
さ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
国
の

直
前
ま
で
あ
ち
こ
ち
に
足
を
運
ん
で
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、
い
き
な
り
自
宅
に
こ

高
齢
者
対
象
の
体
操
教
室

編
集
部　

み
な
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
一
時
帰
国
さ
れ
て

い
る
間
、
日
本
に
い
な
が
ら
派
遣
国
の
た
め
に

で
き
る
活
動
や
、
日
本
国
内
の
課
題
解
決
に
取

り
組
ま
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た

の
か
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

道
願　

私
が
一
時
帰
国
中
に
取
り
組
ん
だ
活

動
の
1
つ
は
、
自
宅
が
あ
る
地
域
に
お
住
ま
い

の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
体
操
教
室
を
開

く
こ
と
で
し
た
。
帰
国
し
て
1
カ
月
ほ
ど
経
っ

た
こ
ろ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
や
通
所
型
の
介
護
施

設
の
運
営
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
た

め
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
い
た
高
齢
者
の
方
々

の
身
体
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
い
う
問
題

を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
こ
と
が
、
教
室
を
開
い

た
き
っ
か
け
で
す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
10
人
く
ら
い
で
、
み
な
近
所
の
知
り
合
い
の

方
々
で
す
。
月
に
2
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
3
カ

月
に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
感
染
拡
大
の

防
止
方
法
は
考
え
ど
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

自
宅
に
は
換
気
が
十
分
に
で
き
る
広
め
の
部

屋
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
会
場
と
し
、
互
い

に
距
離
を
取
っ
て
体
を
動
か
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
指
導
し
た
体
操
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
で
も
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
す
。
派
遣
前

に
作
業
療
法
士
と
し
て
集
団
を
対
象
に
体
操

指
導
を
行
っ
た
経
験
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

パ
ナ
マ
で
は
農
村
部
の
住
民
を
対
象
に
腰
痛

予
防
の
体
操
教
室
を
開
く
機
会
が
あ
り
、
対
象

者
の
様
子
を
見
な
が
ら
無
理
を
さ
せ
な
い
よ

う
気
を
付
け
る
な
ど
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
身

に
つ
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
か
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
教
室
の
効
果
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
肩
が
軽
く
な
っ
た
気
が
す
る
」
と
い
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「任地にいた1年半の間に
得たものは確実にある」

上：道願さんが一時帰国中のパナマ隊員たち
と共に企画・実施したオンライン活動報告会
の画面。発表した協力隊員の職種は、コミュ
ニティ開発、小学校教育、理科教育、栄養士、
作業療法士などさまざまだった
右：配属先である特別養護庁チトレ支部（エ
レラ県チトレ市）で、発達障害を呈する子ども
に手と目の協調運動の訓練を行う協力隊時
代の道願さん

一時帰国中の立場にあるなかで、日本にいながら派遣
国のためにできる活動や、日本国内の課題解決に取り
組んだ方々に、活動の概要や、そこで得たものなどを
お話しいただいた。

1995 年生まれ、群馬県出身。大学卒業後の
2018 年 6 月、青年海外協力隊員としてガーナに赴
任。地方にある 2 カ所の教育行政機関に配属され、
管轄下の小・中学校における算数と理科の授業の
支援などに従事する。20 年 3 月に一時帰国し、同
年 6 月に任期終了。現在は国際協力に関係する仕
事に就くことを目標に就職活動中。

さん
（ガーナ・小学校教育・2018年度1次隊）

1984 年生まれ、新潟県出身。短期大学卒業後、
看護師として総合病院に約 13 年間勤務。退職後
の 2018 年 10 月、青年海外協力隊員としてカンボ
ジアに赴任。病院に配属され、5S 活動や院内感
染防止対策の支援などに従事する。20 年 3 月に一
時帰国し、同年 10 月に任期終了。現在はカンボジ
アにかかわる仕事に就くことを目標に就職活動中。

さん
（カンボジア ・看護師・2018年度2次隊）

1993 年生まれ、高知県出身。大学卒業後、作業
療法士としてリハビリ病院に約 3 年間勤務。退職
後の 2018 年 10 月、青年海外協力隊員としてパナ
マに赴任。特別支援学校に配属され、発達障害を
呈する児童への作業療法などに従事する。20 年 3
月に一時帰国し、同年 8 月に任期短縮をして終了。
現在は作業療法士として再びリハビリ病院に勤務。

さん
（パナマ・作業療法士・2018年度2次隊）

❶❸ ❷

❶
パナマ

❷
カンボジア❸

ガーナ

一時帰国中の協力隊員が
取り組んだ活動

座談会 2
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が
で
き
た
場
合
よ
り
も
、
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
パ
ナ
マ
に
か
か
わ
っ
て
い
こ
う
と
い

う
意
欲
は
高
く
な
っ
た
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
方
、
パ
ナ
マ
に
い
た
1
年
半
の

間
に
協
力
隊
員
と
し
て
得
た
も
の
は
確
実
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
1
つ
は
、
自
分
の
知
識
や

経
験
が
ま
だ
浅
い
こ
と
を
自
覚
で
き
た
こ
と

で
す
。
私
は
任
期
終
了
の
時
期
を
早
め
、
9
月

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
再
就
職
し
て
作
業
療

法
士
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
す
が
、
来
年
度

は
大
学
院
に
進
学
し
、
作
業
療
法
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

近
藤　

私
は
一
時
帰
国
し
た
後
も
、
隊
員
仲
間

と
共
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
た
め
の
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
自
分
な
り
に
任
務

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
洗
い
の
啓
発

動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
適
切
な
手
洗
い
の
や

り
方
を
ダ
ン
ス
に
よ
っ
て
伝
え
る
も
の
で
、
使

っ
て
い
る
言
語
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
地
語
で

あ
る
ク
メ
ー
ル
語
で
す
。
看
護
師
隊
員
た
ち
で

考
え
た
ダ
ン
ス
を
、
一
時
帰
国
し
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
隊
員
な
ど
約
30
人
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
実

演
し
て
ビ
デ
オ
に
収
め
、
パ
ソ
コ
ン
の
扱
い
が

得
意
な
協
力
隊
員
が
1
本
の
動
画
に
編
集
す

る
と
い
っ
た
役
割
分
担
で
つ
く
り
ま
し
た
。
私

は
帰
国
し
て
し
ば
ら
く
は
、
気
持
ち
が
も
や
も

や
と
し
、
前
に
進
む
意
欲
が
湧
か
な
か
っ
た
の

で
、
自
宅
で
心
お
き
な
く
ひ
き
こ
も
り
の
状
態

を
楽
し
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た

状
態
が
1
カ
月
も
続
く
と
、
自
然
と「
こ
の
ま

ま
何
も
し
な
い
で
い
る
の
は
い
け
な
い
だ
ろ

う
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

一
時
帰
国
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
看
護
師

隊
員
た
ち
と「
日
本
に
い
て
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
相

談
す
る
な
か
で
持
ち
上
が
っ
た
の
が
、
こ
の
動

画
制
作
の
企
画
で
し
た
。
8
月
に
完
成
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
と
J
I
C
A
カ
ン
ボ
ジ
ア

事
務
所
の
F
a
c
e
b
o
o
k
ペ
ー
ジ
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
と
こ
ろ
、
1
カ
月
ほ
ど
の
間

に
1
万
回
以
上
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
の
配
属
先
病
院
の
同
僚
た
ち

は
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
後
す
ぐ
に
シ
ェ
ア
を
し
、

「
良
い
啓
発
教
材
に
な
る
と
思
う
」
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
を
く
れ
ま
し
た
。

道
願　

動
画
の
制
作
に
必
要
な
隊
員
間
の
や

り
と
り
は
、
や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
め
た
の

で
し
ょ
う
か
。

近
藤
　
そ
う
で
す
。
初
め
て
の
経
験
で
し
た

が
、
話
し
合
い
も
デ
ー
タ
の
共
有
も
さ
ほ
ど
困

難
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で

き
る
こ
と
は
意
外
に
多
い
の
だ
な
と
実
感
し

ま
し
た
。

道
願　

私
も
一
時
帰
国
中
、
同
じ
く
一
時
帰
国

中
の
パ
ナ
マ
隊
員
た
ち
と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
手
段
を
使
っ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
一
時
帰
国
し
た
パ
ナ
マ
隊
員
の
有
志
6

人
が
発
表
者
と
な
る
、
日
本
の
方
々
に
向
け
た

オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
報
告
会
の
開
催
で
す
。
活
動

報
告
を
す
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
活
動
を
整

理
し
、
次
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
機

会
に
な
り
、
活
動
報
告
会
の
様
子
を
動
画
に
収

め
て
パ
ナ
マ
の
同
僚
た
ち
に
送
れ
ば
、
パ
ナ
マ

と
日
本
と
の
つ
な
が
り
を
彼
ら
に
実
感
し
て

も
ら
う
ツ
ー
ル
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
の
考
え

か
ら
企
画
し
た
も
の
で
し
た
。
J
I
C
A
パ
ナ

マ
事
務
所
に
も
広
報
な
ど
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
効
果
も
あ
っ
て
、
協
力
隊
経
験
者
、
協
力

隊
員
の
派
遣
前
の
職
場
の
方
、
学
生
な
ど
、
参

加
者
は
90
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
報
告
会
の
準

備
も
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
め
た
の
で
、
や

は
り
私
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
可
能
性
の
大
き
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

近
藤　

オ
ン
ラ
イ
ン
は
確
か
に
離
れ
た
場
所

に
い
る
人
た
ち
が
協
働
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
て
く
れ
ま
す
が
、
私
は
動
画
制
作
の
活
動
を

通
じ
て
、
協
働
す
る
人
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
や
は
り
作
業
を
進
め
る
ス
ピ
ー
ド
は
遅
く

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
い
う
こ
と
も
実
感
し

ま
し
た
。
ダ
ン
ス
用
の
曲
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人

が
好
む
タ
イ
プ
の
も
の
が
良
い
と
考
え
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
音
楽
制
作
会
社
が
つ
く
っ
た
曲
を

を
全
う
で
き
た
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
や
は
り
、
予
定
ど
お
り
に
あ
と
半
年

ほ
ど
任
地
に
い
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
い
う

心
残
り
は
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
か
か
わ
り
た
い
、
国
際
協
力
の
仕
事
を

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強
く
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る
よ
う
な

新
た
な
進
路
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

宮
田　

私
は
派
遣
前
、
任
期
を
終
え
た
ら
教
員

に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ

ー
ナ
で
の
協
力
隊
経
験
、
さ
ら
に
は
嬬
キ
ャ
ベ

海
外
協
力
隊
で
技
能
実
習
生
と
か
か
わ
っ
た

経
験
な
ど
か
ら
、
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
よ
う

な
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま

し
た
。
た
だ
、
仕
事
と
し
て
国
際
協
力
に
携
わ

る
た
め
に
必
要
な
学
歴
や
経
験
な
ど
が
今
の

私
に
は
足
り
な
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

今
の
自
分
で
も
就
く
こ
と
が
可
能
な
国
際
協

力
関
連
の
職
か
ら
経
験
の
積
み
重
ね
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
嬬
キ
ャ
ベ

海
外
協
力
隊
で
一
緒
に
活
動
し
た
協
力
隊
員

の
1
人
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
出
会
い
や
経
験
を
大
切
に
し
た
い
よ
ね
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、「
農
業
」

や「
技
能
実
習
生
」
な
ど
も
、コ
ロ
ナ
禍
が
な
け

れ
ば
知
ら
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
財
産
を
生
か
し
た
人
生

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
や
り
と
り
に
手
こ
ず
っ
た
こ
と
で
、
完
成

ま
で
に
3
カ
月
ほ
ど
を
要
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
で
す
か
ら
、
手
洗
い
の

啓
発
な
ど
は
で
き
る
だ
け
早
く
始
め
る
べ
き

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
点
に
反
省
も
残
り
ま
し

た
。
刻
々
と
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
な
か
で

は
、
道
願
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
た
体
操
教
室
の

よ
う
に
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
と
き

に
す
ぐ
実
践
で
き
る
活
動
の
意
義
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

道
願　

小
規
模
な
活
動
に
は
、
運
営
に
小
回
り

が
利
く
反
面
、
効
果
は
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
私
が
開
い
た
体
操
教
室
は
対
象

者
の
人
数
も
少
な
い
で
す
し
、
指
導
し
た
体
操

を
ど
れ
だ
け
継
続
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
か

と
い
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
も
手
が
回
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
近
藤
さ
ん
た
ち
が
つ
く

ら
れ
た
動
画
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
音
楽
制
作
会

社
を
巻
き
込
ん
だ
こ
と
で
、
現
地
の
方
々
に
と

っ
て
よ
り
興
味
が
湧
く
よ
う
な
教
材
に
な
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
社
会
活
動
に
は
、
規
模
の

違
い
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
受
け
止
め
方

編
集
部　

今
振
り
返
っ
て
、
任
期
の
途
中
で
一

時
帰
国
を
し
、
そ
の
ま
ま
任
期
終
了
を
迎
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ご
自
身
の
協
力
隊

経
験
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
と
お
感

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

道
願　

も
う
少
し
パ
ナ
マ
で
活
動
が
し
た
か

っ
た
と
い
う「
不
完
全
燃
焼
感
」
が
あ
る
た
め
、

お
そ
ら
く
パ
ナ
マ
で
2
年
間
を
過
ご
す
こ
と
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「一時帰国中の活動により
任務を全うできたと思える」

上：近藤さんが一時帰国中のカンボジア隊員
たちと制作した手洗いの啓発動画（※）
左：任地の小学校で手洗いの啓発を行う協
力隊時代の近藤さん

※

「コロナ禍があったからこそ
得たものを生かしたい」

上：「嬬キャベ海外協力隊」（※）の一員とし
てキャベツの収穫に取り組む宮田さん
右：配属先であるガーナ教育サービスの東カ
セナ・ナンカナ郡事務所（アッパー・イースト
州）が管轄する小学校で、日本文化紹介の授
業を行った協力隊時代の宮田さん

よ
っ
て
満
足
度
が
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
そ

う
で
す
。
私
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
農
家
は

非
常
に
従
業
員
思
い
の
方
だ
っ
た
た
め
、
一
緒

に
働
い
た
技
能
実
習
生
た
ち
は「
も
っ
と
農
業

に
つ
い
て
学
び
た
い
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

意
欲
を
持
ち
な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

派
遣
国
に
向
け
た
支
援

編
集
部　

近
藤
さ
ん
は
一
時
帰
国
中
、
日
本
に

い
な
が
ら
で
も
で
き
る
派
遣
国
へ
の
支
援
に

取
り
組
ま
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

近
藤　

私
は
一
時
帰
国
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
隊
員
た
ち
と
共
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
方
々
に

特集：コロナ禍による一時帰国を振り返る

※



　
　

隊
員
主
体
で
授
業
を
進
め
て
し
ま
い

現
地
に
根
付
く
活
動
に
で
き
な
か
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
セ
ネ
ガ
ル
・
小
学
校
教
育
・
2
0
1
7
年
度
3
次
隊
）
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何
か
ら
着
手
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
赴
任
直
後
。
活
動
先
の
小
学
校
の
先
生
と

話
し
て
い
る
と
、
多
く
の
先
生
か
ら
「
図
工
の

授
業
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
た
め
、
図
工
を
教
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
先
生
が
そ
う
言
う
の
に
は
理
由
が
あ
っ

た
。
先
生
た
ち
は
学
校
で
図
工
を
学
ん
だ
こ
と

が
な
い
た
め
、図
工
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
ず
、指

導
書
だ
け
で
は
教
え
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
か

ら
だ
。

　
授
業
前
に
、
一
緒
に
授
業
を
す
る
先
生
に
手

本
と
な
る
作
品
を
見
せ
、
つ
く
り
方
を
教
え
た
。

言
語
が
得
意
で
は
な
か
っ
た
私
は
、「
言
い
た

い
こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
と
き
は
助
け
て
ほ
し

い
」
と
先
生
に
頼
む
と
、
い
つ
も
快
諾
し
て
く

れ
た
。
実
際
に
授
業
で
先
生
は
私
が
言
い
た
い

こ
と
を
汲
み
取
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
説
明
し

て
く
れ
た
。
最
初
は
数
ク
ラ
ス
で
の
授
業
だ
っ

た
が
、
子
ど
も
た
ち
と
つ
く
っ
た
作
品
を
見
て

「
私
の
ク
ラ
ス
で
も
つ
く
っ
て
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
先
生
が
増
え
、
ほ
ぼ
全
ク
ラ
ス
で
先
生

と
一
緒
に
図
工
の
授
業
を
実
施
。
作
品
を
教
室

に
展
示
す
る
先
生
も
多
く
、「
教
室
が
華
や
か

に
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
先
生
だ
け
で
図
工
の
授
業
を
行
う

こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
は
「
現
地
の
先
生
に
は
、

　子どもたちは図工の授業を受けることができ、教室を彩るこ
とができた、それだけでも成功だと思います。失敗を挙げるな
ら、現地教員の事情や状態を把握せずに期待したことです。
現地教員も忙しく、隊員がやってくれるのなら任せるのも理解
できます。教員が勤務時間外に教材を準備するというのは日
本ぐらいだと思いますので、「準備段階から一緒に」という考
えも現地に合っていないかもしれません。現地教員の内情を
把握したうえで協力者を厳選していけば、活動を定着させてく
れる教員に出会えたのではないかと思います。

　現地に根付く活動にできなくても、現地の方に図工を楽しま
せ、喜ばせたことはすばらしいと思います。教室に展示された図
工の作品がきっかけで、将来生徒や先生が材料や道具を見つ
け、図工を行うことがあるかもしれません。私も派遣中、事例のよ
うに活動を現地に残したいと考え、生徒に授業内容を考えても
らうというアプローチをしました。生徒が考えた授業を生徒自ら
が実施し、どのような授業になっても成功としてほめました。実際
にその生徒のひとりから「将来先生になって、こういう授業をした
い」という話を聞き、継続の可能性を感じることができました。

文＝協力隊経験者
● アフリカ・小学校教育・2017年度派遣
● 取り組んだ活動
現地の小学校にて、図工教育を中心に活動した。現地の協力者に対し
て図工授業を教授し、多くの小学校で彼主体の授業を行った。また、他
隊員とコラボレーションして体育大会も開催した。

じっくり、ゆっくり、相手を知る現地にとってのスタートライン

文＝協力隊経験者
● アフリカ・体育・2016年度派遣
● 取り組んだ活動
体育科教員として運動会、スポーツ大会など現地であまり実施されてい
ないスポーツイベントの普及に加え、町の人たちとの運動会や原爆展な
どのイベントを開催。授業ではイベント系種目に加え、生徒たちで考え
た授業を、生徒たちが先生となり実施してもらった。

セネガルの小学校で図工の授業を行う菅原さん

私
が
い
な
く
て
も
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
赴
任
3
カ
月
後
か
ら
彼
ら

だ
け
で
図
工
の
授
業
が
で
き
る
方
法
を
探
し
た
。

　
図
工
の
授
業
に
は
、
紙
や
ハ
サ
ミ
な
ど
道
具

や
材
料
が
必
要
だ
が
、
学
校
で
は
そ
れ
ら
を
用

意
で
き
る
資
金
が
な
く
、
各
家
庭
で
も
用
意
が

難
し
か
っ
た
。
最
初
の
こ
ろ
は
、
授
業
前
に
私

が
必
要
な
も
の
を
買
っ
て
用
意
し
て
い
た
。

 

「
任
地
に
あ
る
も
の
で
で
き
る
授
業
に
す
れ

ば
、
先
生
だ
け
で
行
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と

思
い
、
な
る
べ
く
任
地
で
用
意
で
き
る
も
の
を

探
し
た
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
る
お

菓
子
の
袋
や
、
テ
ー
ラ
ー
か
ら
も
ら
っ
た
ハ
ギ

レ
な
ど
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
と
き

も
、
材
料
は
私
の
活
動
後
や
週
末
に
用
意
し
た
。

一
緒
に
授
業
を
す
れ
ば
い
つ
か
自
発
的
に
実
施

し
て
く
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。

　
し
か
し
、よ
く
考
え
れ
ば
、材
料
の
準
備
か
ら

一
緒
に
始
め
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
図
工
の
授
業

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
そ
の
頃
は
、一

緒
に
授
業
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち

の
方
が
強
く
、
そ
れ
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
赴

任
1
年
後
に
、
私
は
図
工
以
外
に
算
数
や
体
育

を
教
え
始
め
、
図
工
を
行
う
回
数
が
減
っ
て
く

る
と
、
彼
ら
か
ら
「
図
工
を
や
ろ
う
」
と
声
が

か
か
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

■  PROFILE
1992年生まれ、岩手県出身。2014年、盛
岡大学文学部英語文化学科を卒業後、中
学校に勤務。18年1月、青年海外協力隊員
としてセネガルに赴任。20年1月に帰国。
現在は、中学校に勤務。

■  活動概要
ンバケ県の小学校教員の質の向上を目指
し、以下の活動を行った。
●算数、図工の実施
●体育の必要性を理解してもらうため、運

動会の実施

事例整理

“失敗”から“失敗”から
 学ぶ 学ぶ＃187

他隊員の分析

隊員自身の振り返り　
　いつも図工の授業の流れや授業に必要な材料を、私だけ
で考え、用意してしまっていました。私が図工の授業をする姿
を見せたら、授業のイメージが掴め、彼らだけでもできるので
はないかと考えていました。しかし、彼らは図工の授業をやっ
てみたいというよりは、つくった作品を教室に飾り、教室を華
やかにしたいという思いの方が強かったのかもしれません。教
室を華やかにするために図工の授業を行っているのではない
と伝え、「なぜ図工を行う必要があるか」を教員ひとりひとり
に納得してもらってから授業を行うべきでした。また、彼らの
希望は「やってほしい」であり、「できるようになりたい」では
ないということに気づくべきだったと振り返って思います。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の良い面（S）】
図工を教えることができる。

【隊員の悪い面（W）】
自分だけで準備を進めてし
まう。

外部
【環境の良い面（O）】
教員は図工に関心があ
る。

【環境の悪い面（T）】
学校で材料を用意できる
資金がない。

【本事例の状況（SWOT分析）】

立てた目標

普段行われていない
図工の授業を教員と
一緒に行い、最終的
には教員だけで図工
の授業を定期的に
行ってもらう。

実際の結果

最後まで隊員主体で
授業を行い、教員が
主体的に授業を行う
ことはなかった。

活動
開始

学校に資金がないため
（T）、隊員が材料を準備
してしまう（W）。



Q 

ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
ト
ン
ガ
の
ゆ
っ

た
り
と
し
た
文
化
や
人
柄
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
焦
ら
ず
目
の
前

の
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」「
小
さ
い
こ
と

を
積
み
重
ね
よ
う
」
と
い
う
考
え
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
教
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
教
員
が
検
定
合

格
を
目
指
す
よ
う
活
動
を
開
始
。
練
習
の
中

で
そ
ろ
ば
ん
の
有
用
性
に
気
づ
い
た
り
、
検

定
に
合
格
す
る
こ
と
で
自
身
の
そ
ろ
ば
ん

ス
キ
ル
に
自
信
が
つ
い
た
り
し
て
、
積
極
的

に
授
業
を
行
う
教
員
が
増
え
ま
し
た
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ト
ン
ガ
が
そ
ろ
ば
ん
教
育
を
導
入
し
て

い
る
こ
と
、
現
地
の
小
学
校
で
必
須
科
目
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
日
本
で
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
テ
レ
ビ
な
ど
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
国
で
そ
ろ

ば
ん
が
普
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
話
題

性
は
高
く
、
そ
う
し
た
活
動
に
か
か
わ
れ
る

こ
と
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

I
T
化
が
進
ん
で
自
分
の
頭
で
考
え
な

く
て
も
答
え
が
出
て
し
ま
う
世
の
中
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
の
頭
で
素
早
く
答
え
を
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
そ
ろ
ば
ん
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
大
き
な
武
器
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
そ
ろ
ば
ん
を
、
こ
れ
か
ら
ま

さ
に
発
展
し
て
い
く
国
で
教
え
ら
れ
る
こ

と
は
、と
て
も
貴
重
だ
と
思
い
ま
す
！

Q 
ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
？

　

不
明
な
点
は
現
地
代
理
店
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
頻
繁
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
、
操
作
方
法
、
各
対
応
方
法
を
し
っ
か
り

と
聞
い
て
、
そ
れ
を
ま
と
め
ま
し
た
。
主
要

な
装
置
に
関
し
て
は
資
料
を
作
成
し
、
特
に

緊
急
性
が
求
め
ら
れ
る
生
命
維
持
装
置
と

な
る
人
工
呼
吸
器
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
こ
と
で
、
私
自
身
も
不
具
合
時
に
は
即

座
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
地
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
故
障
し
て

動
か
な
い
物
の
修
理
で
、「
直
し
て
く
れ
る

人
が
来
た
」
と
期
待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

装
置
に
よ
っ
て
は
、
専
門
の
部
品
を
入
手
し

な
い
と
修
理
で
き
な
い
物
も
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
な
電
子
部
品
や
ケ
ー
ブ
ル

の
修
理
で
直
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
地
で

は
、
そ
う
し
た
工
具
を
使
っ
た
経
験
、
手
作

業
の
経
験
が
と
て
も
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
活
動
で
は
、
エ
ク
セ
ル
関
数
や
デ
ー
タ

を
ま
と
め
る
I
T
知
識
も
役
立
っ
た
の
で
、

事
前
に
学
ん
で
い
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

臨
床
工
学
技
士
の
知
識
、
修
理
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
の
経
験
と
知
識
に
加
え
、
一
般
的

な
工
学
知
識
と
I
T
知
識
、
ま
た
語
学
力
が

あ
れ
ば
、修
理
、管
理
、教
育
の
活
動
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
行
え
、
現
地
の
人
か
ら
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
現
地
に
貢
献
で
き
る
活
動
も

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

私
は
ト
ン
ガ
で
そ
ろ
ば
ん
教
育
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、小
学
校
を
巡
回
し
、

教
員
に
対
す
る
指
導
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ト
ン
ガ
の
そ
ろ
ば
ん
教
育
は
、
日
本
の
影

響
で
約
30
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
計
算
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、両
国
の
友
好
の
印
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
地
は
そ
ろ
ば
ん
が
必
須
科
目
に
入
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
し
く
指
導
し

て
い
る
教
員
が
少
な
く
、
教
え
ら
れ
な
い
教

員
も
多
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
特
に
注
力
し
た
の
は
、「
授
業
を
し

た
い
け
ど
教
え
ら
れ
な
い
」「
ス
キ
ル
に
自

信
が
な
い
」
と
い
う
教
員
に
対
し
て
、
そ
ろ

ば
ん
検
定
合
格
を
目
指
す
活
動
で
す
。
教
員

の
元
へ
通
っ
て
検
定
の
た
め
の
練
習
を
週
に

2
〜
3
回
実
施
。
そ
の
結
果
、
活
動
中
に
15

人
の
教
員
が
各
自
の
目
標
級
（
2
～
9
級
）

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

赴
任
前
は
そ
ろ
ば
ん
が
必
須
科
目
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
一
定
以
上
の
レ
ベ
ル
だ
ろ

う
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
赴
任

し
て
み
る
と
、
そ
ろ
ば
ん
教
育
に
積
極
的
な

教
員
は
少
な
く
、「
自
分
は
何
の
た
め
に
来

た
ん
だ
ろ
う
」
と
自
問
自
答
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
に
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
沿
っ
て
教
え
る
」
こ
と
が
当
た
り
前
だ

っ
た
の
で
、
そ
う
で
な
い
状
況
の
な
か
で
ど

う
活
動
を
進
め
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

私
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
小
児
病
院

に
配
属
さ
れ
、
医
療
機
器
隊
員
と
し
て
活
動

し
ま
し
た
。
日
本
に
は
臨
床
工
学
技
士
（
英※

名
：M

edical E
ngineer

な
ど
）
と
呼
ば

れ
る
職
種
が
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は

ま
だ
そ
の
職
種
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、同
職
種
を
つ
く
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
過
程
で
、
配
属
先
病
院
に
も
医
療
機
器

に
対
応
す
る
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
配
属
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
修
理
経
験
や
道
具

も
十
分
な
状
態
で
は
な
い
た
め
、
私
が
病
院

内
の
医
療
機
器
の
管
理
、
使
用
方
法
の
サ
ポ

ー
ト
、
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
院
内

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

医
療
機
器
の
修
理
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で

は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
X
線
装
置
、
人
工
呼
吸
器
、

心
電
モ
ニ
タ
ー
、
保
育
装
置
な
ど
の
修
理
や

ト
ラ
ブ
ル
対
応
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
管

理
で
は
、
在
庫
管
理
リ
ス
ト
や
メ
ー
カ
ー
修

理
必
要
時
の
連
絡
先
リ
ス
ト
、
不
具
合
発
生

と
対
応
の
履
歴
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

Q 

活
動
で
の
困
難
は
？

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
府
系
病
院
で
は
、
多
数

の
メ
ー
カ
ー
の
医
療
機
器
が
混
在
し
て
お

り
、
自
分
の
知
ら
な
い
メ
ー
カ
ー
や
機
種
の

装
置
も
対
応
、
修
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
対

応
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
常
に
自
ら
考
え

行
動
し
て
い
く
力
や
手
作
業
で
の
修
理
技

術
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

トンガの小学校の子どもたちと先生、村山さん（後列右）。村山さんはトンガで全国そろばん大会も企画・運
営した。大会では、参加者の300人の子どもたちが「テウテウ、カマタ！（よーい、はじめ！）」の掛け声で一斉に
そろばんをはじく。「初めての大会でその音を聞いたときには感動しました」と村山さんは振り返る

配属先の病院の院長、ドクターの方々や院内スタッフと日向さん（前列右から4人目）※人数は、2020年11月30日現在。 ※人数は、2020年11月30日現在。

※ そのほかに、Biomedical EngineerやClinical Engineerとも呼ばれる。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

珠算
#G155

医療機器
#H115

さん
（トンガ・2017年度2次隊）

 さん
（ミャンマー・2017年度3次隊）

■  活動概要
トンガの子どもたちの算数能力向上のため、以下の
活動を行う。
●学校を巡回し、そろばん授業の補助
●毎年開催される全国そろばん大会の企画・運営
●教員養成校での指導補助
●教員のそろばん指導力向上のため、検定試験受

験の推進

■  活動概要
ミャンマーのヤンゴン小児病院にて医療機器隊員として主に以
下の活動を行う。
●医療機器 （輸液ポンプ、CPAP装置、人工呼吸器、X線装置、

保育器など）のトラブル・修理対応
●装置対応の記録の作成、装置リストの作成と管理
●各医療機器の操作方法、トラブル対応のマニュアル作成
●現地エンジニアへ基礎技術知識、修理対応の指導

■  PROFILE
1992年生まれ、新潟県出身。2015年、専修大学文
学部日本語学科卒業後、地元で観光の仕事に従
事。2016年10月、青少年活動の青年海外協力隊
員 （短期）としてウズベキスタンに赴任。17年10月、
青年海外協力隊員 （長期）としてトンガに赴任。19
年10月に帰国。現在はウェブサイト制作にかかわり
ながら、パラレルキャリアを目指す。

■  PROFILE
1980年生まれ、東京都出身。神奈川大学理学部情報
科学科を卒業。半導体設計企業に勤務後、医療画像診
断装置のメンテナンス企業に勤務。メンテナンス業務と
並行し、社内アプリケーションの作成なども行った。
2018年2月、 青年海外協力隊員としてミャンマーに赴任 

（民間連携ボランティア制度）。20年2月に帰国。現在は
製薬、研究用装置のメンテナンス業務に従事している。

話話
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派  遣  中	▶	0人

累　　計	▶ 49人

分　　類	▶	人的資源

活  動  例	▶	学校を巡回し児童や教師を対象

に珠算指導のサポートを行う

類似職種	▶	小学校教育

派  遣  中	▶	0人

累　　計	▶ 102人

分　　類	▶	保健・医療

活  動  例	▶	医療施設における医療機器の保

守・維持管理業務　など

類似職種	▶	病院運営管理、福祉用具　など
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活動や生活に役立つちょっとしたテクニックを
お持ちの方は、『クロスロード』編集室まで。 

crossroads@sojocv.or.jp

投 稿 募 集 ! JICA海外協力隊的プチテクガイド
簡単＆便利！  活動・生活のパワーアップに役立つ 

第112回

知っトク情報

ナビゲーター = さん
（ルワンダ・コミュニティ開発・2016年度4次隊）

任地の素材を生かしたビジネスアイデア

 ドライフルーツのつくり方

　任地の素材を生かした新しいビジネスアイデアはないかと考
えているなかで、ルワンダの新鮮な農作物と乾期の強烈な日
差しを活用したドライフルーツを思いつきました。道具も手軽
に手に入る物で実践できますし、また、干すことで栄養価が高
まり、日持ちもするようになります。私は試作品を模索しなが
ら現地の人 と々製造方法などを検討している段階で任期終了と
なったのですが、皆さんの活動のヒントになればと思い、途中
までの経過を紹介します。
1材料と道具

2つくり方

3留意点
①虫対策…一番の天敵は 「虫」です。地面に近い場所だと虫

（主に蟻）が集まりやすいです。果物が少量であれば洗濯ロー
プに吊るした方が虫は上がってきにくいです。
②通気性…もう1つの天敵は 「カビ」。カバーは、虫除けを意識
しつつ細かすぎる網目ではない方がいいです。試作時、虫除け
のために網目の細かいカバーを掛けた際、天気がいい日に外に
置いていたにもかかわらず3日ほどでカビが生えました。
③実施時期…国・地域にもよりますが、日差しが強く乾燥してい
る乾期に実行するのがおすすめです。干している途中で果物に
水分が付くとカビが生えたり傷んだりします。
④農作物の候補…私は、マンゴー、バナナ、パイナップルで試作
しましたが、甘みの強い果物は虫が集まってきました。柑橘類
の皮でドライピールをつくってみたところ、比較的虫が少なかっ
たです。虫対策が難しい場合は、果物より甘みの少ない野菜 

（トマトやニンジンなど）で試すのもいいかもしれません。
4情報入手先
YouTubeで探しました。世界中のさまざまなドライフルーツ作
製動画があり、干し方や道具の種類も多様で参考になりまし
た。現地の人に紹介するのにも便利でした。ドライフルーツの
メリットや、世界中で需要がある点なども伝えると、「高級ホテ
ルで販売できるかも！」「うまくい
けば将来輸出ビジネスにつながる
かも！」と、やや飛躍はするもの
の、モチベーションを高めること
とその維持につながりました。
5工夫の余地
試行の後半では、現地の家具屋
さんに依頼して専用干し台を作っ
てもらいました （が、完成前に帰
国）。現地の事情が許すならば、
簡単な干し台もつくると効率的か
もしれません。

ナビゲーター = さん（シニア海外ボランティア／
ベトナム・品質管理・生産性向上・2016年度4次隊）

※派遣名称は派遣当時のものです。

改善の方法④

●受け皿 （できれば通気性の良
い金網やザルがよい）

●カバー用のネット （現地で手に
入る粗めのガーゼ、もしくは網）

●ヒモ
●果物、野菜
●ナイフ

QC7つ道具の1つ 「パレート図」

　2020年11月号に引き続き、QC7つ道具 （品質特性データを解
析し、問題解決を行うための手法、QC＝ Quality Control）の1つ 

「パレート図パレート図」という手法を使って改善を行う方法を紹介します。
　パレート図とは、データを項目別に分けて大きな順に並べた
図で、重要な項目を特定するための手法です。パレート図を使う
と問題解決や改善を行うときに、重要な要因が明確になり、効
果的に問題解決や改善を行うことができます。
■パレート図のつくり方
1何を改善するか決める。
2改善テーマに関する項目別
データを収集する。

3データを整理するために、
件数が多い項目項目から順に並
べ、 件数、割合、累積割合件数、割合、累積割合の
表を作成。その他その他の項目は、
データの大小にかかわらず最
後に並べる。
4データの大きい順に件数、項目件数、項目の棒グラフを作成する。
5累積割合累積割合の折れ線グラフを追加する。累積割合は0〜100パ
ーセントの範囲で第２軸 （右軸）に描く。

＜使い方＞＜使い方＞累積割合が0〜80パーセントの項目項目を選択し、その
項目に関して改善を行う。上図の場合は、包装の破れ包装の破れと製品の製品の
傷傷の苦情に関して改善を行えば、効果的な改善ができます。

■武藤さんの事例から
　私がベトナムで指導していた鶏肉加工会社では、鶏肉の加工
に時間がかかるという課題がありました。そこで 「労務負荷を減労務負荷を減
らすらす」目的で、鶏肉製造工程に関するパレート図を作成。それを
もとに解体解体および包装包装工程を重要な労務削減工程として選択
し、改善を行った結果、労務が減り、生産性が向上しました。

■品質管理・業務改善以外の改善にも使えるパレート図
　パレート図は、家計簿の記録を使った生活費の削減や、生活
時間のデータを取って時間の有効活用などにも使用することが
できます。例えば 「教育費捻出のため支出を減らす」教育費捻出のため支出を減らす」目的で、家
計簿の記録を使ったパレート図を作成。パレート図をもとに住住
居費、食費、交際費居費、食費、交際費を支出削減項目として選択し、優先的に改善
を行うことで、教育費を捻出することができます。

女性グループに講義をする小郷さん

専用干し台の設計図

果物、野菜を薄切りにして、
水気を切る。
試作品は、乾燥具合などを
見るため、切ったままのもの
と、切って果汁を絞り出した
ものをつくった。

受け皿の上に果物、野菜を
並べる。
皿ごとカバーを掛ける。

洗濯干場のような場所にロ
ープで吊るし、日中は干す。
カラッと乾燥するまで10日
前後。夜は露で濡れるの
で、家の中に入れる方がベ
ター。

＜パレート図＞2020年1月〜3月の苦情
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＜パレート図＞
鶏肉加工労務負荷（1羽分）
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2020年1月〜3月の家計簿
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＜収集データの整理＞
鶏肉加工労務負荷（1羽分）

加工工程
労務負荷
人数×作業
時間（秒）

割合 累積割合

解体 170 66% 66%

包装 28 11% 77%

血抜き 10  4% 81%

羽・爪除去 8  3% 84%

洗浄 8  3% 87%

その他 35  13% 100%

合計 259  100%

＜収集データの整理＞
2020年1月〜3月の家計簿

支出項目 金額（$） 割合 累積割合

住居費 2280 38% 38%

食費 1260 21% 59%

交際費 1080  18% 77%

日用品費 480  8% 85%

通信費 360  6% 91%

水道光熱費 240  4% 95%

その他 300  5% 100%

合計 6000  100%

（件）

人数×作業時間（秒）

支出（$）

活動に役立つアイデア

　

テーマ：
製品苦情件数を少なくする

1

項目数はあまり多くしないこと
がポイントです。

むとう

＜収集データの整理＞
2020年1月〜3月の苦情

苦情項目 件数 割合 累積割合

包装の破れ 200 50% 50%

製品の傷 120 30% 80%

取説の不備 30  8% 88%

納期遅れ 20  5% 93%

機能不良 5  1% 94%

その他 25  6% 100%

合計 400 100%

3

4 5

累積割合

パレート図を使うことで、集めたデータを活用することができます。今回の
家計簿のように、食費が改善項目になったときは、食費だけのデータを取
ってパレート図をつくると、より具体的な改善点が見えてきます。

累積割合



　古西さんのプロフィール
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福
岡
県
出
身
。

9
月
、早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
（
02

年
～
03
年
米
国
L
A
W
R
E
N
C
E

大
学
留
学
、国
際
関
係
学
専
攻
）。

4
月
、川
崎
汽
船
株
式
会
社
入
社
。

10
月
、
株
式
会
社
ホ
ン
ダ
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
に
入
社
。
08
年
5
月
～
13
年

10
月
、本
田
貿
易
（
中
国
）
有
限
公
司

に
駐
在
。

9
月
、青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
。

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
空
手
道
場

の
建
設
と
設
立
、
そ
れ
を
通
し
た
青

少
年
の
育
成
と
収
入
向
上
活
動
な
ど

に
取
り
組
む
。

9
月
、帰
国
。

4
月
、ス
ズ
キ
株
式
会
社
入
社
。

海
外
四
輪
営
業
本
部
で
ア
フ
リ
カ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
担
当
。
20
年
4
月
よ
り

ス
ズ
キ
ミ
ャ
ン
マ
ー
モ
ー
タ
ー
社
に

赴
任
。

1981

 

「
消
費
者
（
お
客
様
）の
立
場
に
な
っ
て
価
値
あ
る

製
品
を
作
ろ
う
」
を
社
是
の
第
一
に
掲
げ
る
自
動
車

メ
ー
カ
ー
「
ス
ズ
キ
株
式
会
社
」。
同
社
社
員
で
、
協

力
隊
経
験
者
の
古
西
さ
ん
は
、「
社
是
を
心
で
理
解

で
き
る
の
は
協
力
隊
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
」と
話
す
。

 

「
任
地
は
舗
装
さ
れ
た
道
が
少
な
く
移
動
手
段
が

限
ら
れ
て
お
り
、
現
地
の
人
は
炎
天
下
を
裸
足
で
歩

い
て
い
ま
す
。
車
が
あ
れ
ば
助
か
る
命
も
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
ス
ズ
キ
で
ど
ん
な
業
務
を

担
当
し
て
も
、
そ
れ
が
た
ど
り
着
く
地
と
お
客
様
の

顔
が
、私
に
は
見
え
る
。
そ
れ
が
私
の
強
み
で
す
」

人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事

 

「
昔
か
ら
海
外
や
国
際
関
係
へ
の
関
心
が
高
か
っ

た
」
と
古
西
さ
ん
は
話
す
。
日
本
と
異
な
る
景
色
や

人
、
未
知
な
も
の
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
と
い
う
。
高
校

生
の
と
き
、経
済
、政
治
、す
べ
て
に
お
い
て
世
界
一

だ
っ
た
米
国
に
憧
れ
た
。
日
本
の
大
学
に
在
籍
中
、

米
国
の
大
学
に
留
学
し
、「
世
界
を
股
に
か
け
て
働

き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
一
層
強
く
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
グ
ル
ー
プ
企
業

の
商
社
に
就
職
。
海
外
勤
務
に
は
「
4
年
は
下
積
み

が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
な
か
、
2
年
半
で
中
華
人
民

共
和
国
に
あ
る
現
地
法
人
の
駐
在
員
と
な
っ
た
。
中

国
で
自
動
車
部
品
の
材
料
調
達
の
事
業
責
任
者
と

達
成
感
は
必
ず
得
ら
れ
た
。
1
年
後
に
は
生
徒
の
１

人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
国
際
大
会
に
出

場
。
ま
た
、
働
く
こ
と
で
生
活
を
変
え
ら
れ
る
こ
と

を
意
識
づ
け
る
た
め
、あ
え
て
会
費
を
義
務
付
け
た
。

す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
月
の
会
費
を
納
め
る
た
め
、

魚
や
コ
コ
ナ
ツ
を
売
っ
て
お
金
を
稼
ぐ
よ
う
に
な

り
、
そ
の
後
、
貯
め
た
会
費
で
5
人
の
生
徒
が
日
本

遠
征
を
叶
え
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
の
成
長
を
見
て
雇

用
し
て
く
れ
る
企
業
も
現
れ
た
の
だ
。古
西
さ
ん
は
、

道
場
を
生
徒
に
任
せ
、任
期
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
個
人
と
し
て
の
無
力
さ
と
組
織
を

通
し
て
こ
そ
成
し
得
る
国
際
協
力
を
実
感
す
る
出

来
事
も
あ
っ
た
。
日
本
で
な
ら
助
か
る
命
が
失
わ
れ

て
い
く
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
だ
。

 

「
移
動
手
段
が
あ
れ
ば
、
車
が
あ
れ
ば
助
か
っ
た
命

を
考
え
た
と
き
、
前
職
が
社
会
に
与
え
た
影
響
と
役

割
を
実
感
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
仕
事
で
も
社
会
の
役

に
立
つ
か
ら
こ
そ
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
気
づ

き
、
企
業
と
い
う
組
織
を
通
し
た
国
際
協
力
に
挑
戦

し
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
」

し
て
、「
楽
し
く
燃
え
て
働
い
て
い
た
」
と
い
う
。

 

「
26
歳
の
若
造
が
中
国
の
社
員
と
手
を
組
ん
で
、
大

手
商
社
と
戦
い
、
結
果
を
出
す
。
達
成
感
と
充
実
感

に
満
ち
た
5
年
半
で
し
た
」

　

責
務
を
全
う
で
き
る
力
と
情
熱
が
自
分
に
あ
る

と
確
認
で
き
た
一
方
で
、
戦
い
の
裏
に
は
痛
み
を
持

つ
会
社
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
た
。「
私
の
情

熱
は
、
社
会
の
幸
せ
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
」
と
考

え
、
進
む
道
を
国
際
協
力
と
定
め
た
。
中
国
駐
在
を

終
え
て
退
職
し
、協
力
隊
に
参
加
し
た
。

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
、
現
地
の
収
入
向
上
や

青
少
年
育
成
な
ど
を
目
指
し
て
活
動
を
始
め
た
古

西
さ
ん
。
当
初
は
こ
れ
ま
で
の
ス
キ
ル
を
最
大
限
に

生
か
し
、
現
地
の
人
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
案
し

続
け
た
が
、
全
く
の
無
関
心
。
自
助
努
力
よ
り
支
援

に
頼
ろ
う
と
す
る
彼
ら
に
憤
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
う
。
活
動
の
突
破
口
と
な
っ
た
の
は
「
空

手
」
だ
。
現
在
に
至
る
ま
で
空
手
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
古
西
さ
ん
は
、
赴
任
直
後
か
ら
空
手
指
導
を
始

め
、道
場
を
設
立
。そ
こ
で
、学
校
に
行
か
ず
職
に
も

就
か
な
い
若
者
が
、変
わ
っ
て
い
く
姿
を
見
た
。

 

「『
努
力
す
れ
ば
夢
は
実
現
で
き
る
』
と
私
自
身
が

空
手
か
ら
学
び
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
そ
れ
を
空
手

か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

炎
天
下
で
も
、
雨
の
中
で
も
休
む
こ
と
な
く
行
わ

れ
る
稽
古
。
し
か
し
、
厳
し
い
稽
古
を
乗
り
越
え
た

情
熱
は
、人
の
た
め
に

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
・
2
0
1
4
年
度
2
次
隊

さ
ん

夢
に
挑
戦
す
る
人
生
を
生
き
る

　

帰
国
後
、
古
西
さ
ん
は
新
興
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
、
そ
の
国
の
発
展
に
貢
献
す
る
企
業
を
探
し
た
。

そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
ス
ズ
キ
株
式
会
社
だ
。

同
社
は
、
自
動
車
の
現
地
生
産
に
よ
る
雇
用
の
拡
大

と
産
業
の
育
成
、
ま
た
車
を
持
つ
こ
と
が
難
し
い

人
々
に
も
手
の
届
く
価
格
帯
の
車
を
開
発
、
販
売
す

る
こ
と
で
、
国
際
貢
献
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
し

て
い
る
。
同
社
と
自
身
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
合
致
す
る
と

考
え
た
古
西
さ
ん
は
、
ス
ズ
キ
の
門
を
叩
き
、
同
社

に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
海
外
四
輪
営
業
本
部
に
配
属

さ
れ
、ア
フ
リ
カ
地
域
を
担
当
し
た
後
、現
在
は
、ス

ズ
キ
ミ
ャ
ン
マ
ー
モ
ー
タ
ー
社
に
所
属
し
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
新
車
販
売
の
シ
ェ
ア
は

ス
ズ
キ
が
5
割
を
占
め
て
お
り
、
今
後
、
新
工
場
の

建
設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
同

社
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
国
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
古
西
さ
ん
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
渡
航
は
少
し
後
に
な
る
が
、
現
在
も
日
本
か

ら
現
地
法
人
の
事
業
計
画
取
り
ま
と
め
や
経
営
管

理
、
市
場
調
査
、
商
品
企
画
立
案
、
現
地
販
売
活
動

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
自
動
車
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
さ
ら
な
る
躍
進
を
目
指
す
ス
ズ
キ
。
そ
の
戦

力
の
中
核
を
担
う
と
い
う
責
務
を
負
う
こ
と
は
や

り
が
い
で
あ
り
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
も
あ
る
。

 

「
会
社
の
利
益
を
考
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
た
め
に
、
そ
の
国
の
人
々
の
た
め
に
、
車
を

つ
く
り
、
販
売
し
て
い
く
。
そ
の
使
命
感
が
あ
れ
ば

ど
ん
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
」

 

「
こ
の
仕
事
が
必
ず
人
々
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
る
」
そ
う
話
す
古
西
さ
ん
。
笑
顔
に
し
た
い

人
々
の
顔
は
、い
つ
も
古
西
さ
ん
の
心
に
あ
る
。
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仕事に向けることができたエネルギー
を会社だけではなく、直接的に社会に
役立てることに使うべきだと考え、国際
協力に従事することに決めた。現場を
知るために協力隊に参加。

現地生産による雇用の拡大と産業の
育成、また車を持つことが難しい人々
に対しても手の届く範囲の車を社会
に提供してきたスズキの歩みを知り、
入社を決意。

商社の海外駐在員

自動車メーカーの海外営業

人生を変えた2年間

Vol.183

JICA Volunteers'

2019年8月、横浜市で開催されたアフリカ開発会議（TICAD7）に出展したスズキのブースに立つ古西さん

パプアニューギニアで協力隊員として活動した古西さんと、
現地で設立した空手道場の生徒たち

スズキ株式会社 beforeafter JICA Volunteer

設　　 立：1920年3月
住　　 所：静岡県浜松市南区

高塚町300
活 動 概 要：四輪車・二輪車・船外機・

電動車いす、産業機器の開
発・製造・販売

従 業 員 数：15,646人
（2020年3月現在）

U　 R 　L：www.suzuki.co.jp



［座談会参加者］

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
同
じ
看
護
師
な
の
に
持
つ
ス
キ

ル
の
幅
が
私
よ
り
ず
っ
と
広
い
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た

た
め
、
帰
国
後
は
成
人
の
看
護
に
携
わ
ろ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

派
遣
前
に
勤
め
て
い
た
よ
う
な
「
病
院
」
で
は

な
く
、「
助
産
院
」
を
帰
国
後
の
職
場
に
選
ん

だ
の
は
、
や
は
り
お
2
人
と
同
様
、
協
力
隊
経
験
が
き

っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
時
代
の
配
属
先
は

農
村
部
に
あ
る
医
療
施
設
で
、
医
師
が
お
ら
ず
、
設
備

も
最
低
限
の
も
の
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
し

た
な
か
で
も
、
多
く
の
妊
婦
さ
ん
が
無
事
に
出
産
し
、

医
師
が
い
る
病
院
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

の
割
合
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
そ
こ
で
妊
婦
さ
ん
た

ち
の
生
活
の
様
子
を
探
っ
て
み
る
と
、
妊
娠
中
も
肉
体

労
働
を
続
け
て
い
る
な
ど
、
医
療
の
介
入
が
な
く
て
も

無
事
に
出
産
す
る
力
を
保
て
る
よ
う
な
過
ご
し
方
を

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
か

ら
、
医
療
の
介
入
が
な
く
て
も
無
事
に
出
産
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
手
伝
い
を
日
本
で
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、医
師
が
お
ら
ず
、設
備
も
シ
ン
プ
ル
な
「
助

産
院
」
へ
の
再
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

外
国
人
患
者
へ
の
対
応

私
が
勤
務
す
る
助
産
院
に
は
外
国
人
の
妊
婦

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
が
、
そ
の
対
応

は
い
つ
も
私
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
任
さ
れ

た
ら
、
妊
娠
中
の
健
診
か
ら
分
娩
ま
で
、
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
伴
走
す
る
よ
う
な
体
制
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
協

力
隊
経
験
が
な
か
っ
た
ら
で
き
な
い
よ
う
な
、
彼
女
た

ち
に
寄
り
添
う
対
応
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
妊
娠
中
や
出
産
時
に
母
国
で
は
ど
の
よ
う
な
過
ご

し
方
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
、
そ
の
う
え
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
妊
婦
健
診
の
数
値
の
捉
え
方
は
国
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
日
本
で
は
「
重
す
ぎ
る
」
と
さ
れ
る
体

【派遣前】
助産師（総合病院の産婦
人科・内科）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・看護師
・アジア
・2015 年度派遣
▶町の地域保健センター
に配属され、妊婦健
診や分娩の支援などに
従事

【現在】
助産師（助産院）

【派遣前】
看護師（小児専門病院の
脳神経外科・神経内科）
【協力隊】
▶退職参加
▶・看護師
・アフリカ
・2016 年度派遣
▶地域中核病院に配属さ
れ、小児科の看護の
質向上支援などに従事

【現在】
看護師（総合病院の脳神
経外科・神経内科）

【派遣前】
看護師（大学病院の頭頸
部外科・脳神経外科）
【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎・看護師
・アジア
・2016 年度派遣
▶がん専門病院に配属さ
れ、看護の質向上支
援などに従事

【現在】
看護師（がん専門病院の
ICU〈集中治療室〉）

Aさん（女性） Bさん（女性） Cさん（女性）
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派
遣
前
は
総
合
病
院
の
産
婦
人
科
と
内
科
の

混
合
病
棟
で
助
産
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し

た
。
協
力
隊
は
退
職
し
て
の
参
加
で
、
町
の
地
域
保
健

セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
、
妊
婦
健
診
や
分
娩
の
支
援
、

自
宅
分
娩
を
減
ら
す
た
め
の
啓
発
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
帰
国
し
て
ま
も
な
く
現
在
の
勤
務
先
で
あ
る

助
産
院
で
助
産
師
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

小
児
専
門
病
院
の
脳
神
経
外
科
と
神
経
内
科

の
混
合
病
棟
で
看
護
師
と
し
て
働
い
た
後
、
退

職
し
て
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。
協
力
隊
で
は
地
域

の
中
核
病
院
に
配
属
さ
れ
、
栄
養
失
調
児
へ
の
ケ
ア
の

質
向
上
の
支
援
や
、
配
属
先
全
体
の
業
務
改
善
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
し
て
3
カ
月
ほ
ど
経

っ
た
こ
ろ
か
ら
現
在
ま
で
、
総
合
病
院
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
配
属
部
署
は
脳
神
経
外
科
と
神

経
内
科
の
混
合
病
棟
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
し
始
め
た
後
、
そ
の
患
者
を
受
け
入
れ

る
病
棟
へ
と
改
編
さ
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
前
は
、
大
学
病
院
の
頭
頸
部
外
科
と
脳
神

経
外
科
の
混
合
病
棟
や
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
退
職
し
て

協
力
隊
に
参
加
し
、
が
ん
専
門
の
病
院
に
配
属
さ
れ
て

看
護
の
質
向
上
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
帰
国
の

半
年
後
に
、
現
在
勤
め
る
が
ん
専
門
病
院
に
看
護
師
と

し
て
再
就
職
し
ま
し
た
。
派
遣
前
に
働
い
て
い
た
大
学

病
院
の
病
棟
は
が
ん
患
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
帰
国
し

た
時
点
で
が
ん
患
者
の
看
護
に
携
わ
る
経
験
が
10
年

を
超
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
専
門
性
を
よ
り
深
め
よ
う

と
い
う
こ
と
で
選
ん
だ
の
が
、現
在
の
職
場
で
す
。

私
も
帰
国
後
の
進
路
選
択
に
は
協
力
隊
経
験

が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
が
、
C
さ
ん
と
は
逆

で
「
新
た
な
専
門
性
を
身
に
付
け
よ
う
」
と
思
い
、
小

児
専
門
病
院
に
は
再
就
職
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
派
遣
国

の
医
療
は
分
業
の
ル
ー
ル
が
日
本
と
異
な
る
た
め
、
共

に
働
い
た
現
地
の
看
護
師
た
ち
は
、
日
本
で
は
医
師
に

し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
傷
口
の
縫
合
な
ど
も

あ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
の
病
院
と
は
異
な
る
点
が
多
か

っ
た
か
ら
で
す
。
私
の
今
の
職
場
も
外
国
人
の
患
者
さ

ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、や
は
り
お
2
人
と
同
様
、「
あ
な

た
な
ら
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」
と
対
応
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
外
国
人
の
患
者
さ
ん
は
さ
ら
に
増
え
て
い

く
は
ず
な
の
で
、
よ
り
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
力

を
磨
い
て
お
き
た
い
と
考
え
、
私
は
現
在
、「
日＊

２

本
国

際
看
護
師
」
の
認
定
を
受
け
る
た
め
の
研
修
を
受
講
し

て
い
ま
す
。「
在
留
資
格
」
や
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
な

ど
、
外
国
人
の
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
必
要
な
幅
広
い

知
識
が
学
べ
る
研
修
で
す
。

　

ま
た
、
今
の
職
場
は
中
国
人
の
患
者
さ
ん
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
中
国
人
の
看
護
師
が
働
い
て
い
ま
す
。
日

本
の
大
学
院
を
修
了
し
て
い
る
方
で
、日
本
語
も
話
せ
、

日
本
で
看
護
師
の
国
家
資
格
も
取
得
し
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
仕
事
で
苦
労
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
し

い
日
本
語
の
専
門
用
語
で
ま
だ
わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ

る
け
れ
ど
、給
料
を
も
ら
っ
て
働
い
て
い
る
立
場
で
は
、

同
僚
に
い
ち
い
ち
教
え
て
も
ら
う
わ
け
に
も
い
か
な
い

か
ら
で
す
。
な
ま
じ
日
本
語
を
流
暢
に
話
せ
る
ば
か
り

に
、
対
応
の
遅
さ
を
医
師
に
厳
し
く
咎
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
個
人
的
に
打
ち
明
け
て
く
れ
た

こ
と
か
ら
、
私
は
職
場
と
彼
女
の
間
に
立
ち
、
彼
女
が

十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と
、
協
力

隊
時
代
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
立
場
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
語
学
力
不
足
も
大
目
に
見
て
も
ら
っ
て
い
た

の
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

今
後
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
私
は
い
ず
れ
自
ら

助
産
院
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
派
遣

前
に
病
院
で
働
い
て
い
た
と
き
は
、
患
者
さ
ん
と
か
か

わ
る
の
は
出
産
か
ら
退
院
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
だ
け

で
し
た
。
そ
の
う
え
で
参
加
し
た
協
力
隊
で
は
、
ア
ン

重
で
も
、
そ
れ
が
標
準
レ
ベ
ル
な
国
も
あ
る
こ
と
を
、

協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て
ど
う
い
う
心
が
け
が

良
い
の
か
を
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
で
き

て
い
る
め
、「
こ
の
人
の
話
に
は
耳
を
傾
け
よ
う
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
今
の
配
属
部
署
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
の
受
け
入
れ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
外
国
人
の
患
者
さ
ん
も
増
え
、
そ
の
対

応
は
や
は
り
私
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
協
力
隊
時

代
に
使
っ
て
い
た
の
は
英
語
で
す
が
、
英
語
が
話
せ
な

い
患
者
さ
ん
も
多
く
、
通
訳
者
抜
き
で
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
際
は
、
翻
訳
ア
プ
リ
や
「
や＊

１

さ
し
い
日
本

語
」
を
駆
使
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
外
国
人
の
患
者

さ
ん
へ
の
対
応
で
重
要
な
の
は
、
A
さ
ん
の
お
話
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、「
語
学
が
ど
れ
だ
け
達
者
か
」
よ
り

も
、「
ど
れ
だ
け
相
手
の
状
況
を
把
握
す
る
姿
勢
を
持

っ
て
い
る
か
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、体

の
調
子
が
悪
い
と
き
に
、
日
本
人
を
基
準
に
つ
く
ら
れ

た
病
院
食
を
出
し
て
も
、
外
国
人
は
受
け
付
け
る
の
が

難
し
い
。「
お
か
ゆ
」
よ
り
も
「
パ
ン
」
が
良
い
な
ど
、

元
気
に
な
れ
る
食
事
は
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
か
ら
で
す
。そ
う
し
た
訴
え
に
対
し
て
私
は
、

「
こ
こ
で
は
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
決
ま
り
と
な
っ
て
い
ま

す
」
と
は
ね
の
け
る
の
で
は
な
く
、
病
院
食
を
つ
く
る

部
門
に
掛
け
合
っ
て
、
可
能
な
限
り
で
外
国
人
患
者
に

は
個
別
の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。
病
院
と
患
者
さ
ん
と
の
間
の
そ
う
し
た
橋
渡
し

を
し
よ
う
と
発
想
で
き
る
の
は
、
や
は
り
私
自
身
が

「
外
国
人
」
と
し
て
暮
ら
し
た
経
験
を
持
つ
か
ら
こ
そ

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

私
は
協
力
隊
時
代
に
怪
我
を
し
て
病
院
に
か

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を

通
じ
て
、「
外
国
で
病
院
に
か
か
る
こ
と
」
が
ど
れ
だ

け
不
安
に
満
ち
た
も
の
な
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
処
方

さ
れ
る
薬
の
量
が
多
い
こ
と
、
医
療
費
が
前
払
い
制
で

ケ
ー
ト
調
査
や
健
康
教
育
の
た
め
に
地
域
に
赴
き
、
乳

児
を
持
つ
女
性
た
ち
の
生
活
の
様
子
に
触
れ
る
機
会
が

あ
り
、
子
育
て
は
退
院
し
て
か
ら
が
大
変
な
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
以
来
、
い
ず
れ
は
地
域
で
子
育
て
中
の

方
に
も
個
別
に
ケ
ア
を
提
供
す
る
よ
う
な
助
産
院
を

開
業
し
、
そ
こ
で
助
産
師
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
発

揮
し
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
の
制
度
な
ど
子

育
て
に
関
す
る
地
域
の
仕
組
み
の
勉
強
な
ど
も
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
、
日
常
の
決
め
ら

れ
た
業
務
だ
け
で
な
く
、
職
場
の
課
題
解
決
に

向
け
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
強
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
最
近
、
現
在
配
属
さ
れ
て
い
る
部

署
で
、
食
事
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
へ
の
よ
り
良
い
対

応
方
法
を
研
究
す
る
有
志
の
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
脳
血
管
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
食
事
が
で
き
な

い
患
者
さ
ん
が
多
い
部
署
だ
か
ら
で
す
。
私
は
協
力
隊

時
代
、
食
事
が
で
き
な
い
栄
養
失
調
児
の
ケ
ア
に
携
わ

っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
経
験
が
生
か
せ
る
か
も
し
れ
な

い
と
考
え
、
グ
ル
ー
プ
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
協
力
隊
に
参
加
す
る
前
な
ら
、「
ま
だ
慣

れ
て
い
な
い
小
児
科
以
外
の
部
署
に
い
る
の
で
、
や
め

て
お
こ
う
」
と
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
た
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
帰
国
後
、「
が
ん
の
看
護
」
と
い
う
専
門

性
を
高
め
て
い
く
道
を
選
ん
だ
わ
け
で
す
が
、

今
後
も
当
面
は
そ
の
専
門
性
を
し
っ
か
り
高
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
派
遣
国
も
含
め
、
途
上

国
の
経
済
が
発
展
し
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
け
ば
、
必

ず
が
ん
の
患
者
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
が

や
っ
て
来
た
と
き
に
、
各
国
で
看
護
師
の
育
成
に
か
か

わ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
の
が
、
い
つ
実
現
す
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、今
の
私
の
希
望
で
す
。

AA

BC

C BB

C B

よ
も
や
ま
話

「
日
本
社
会
へ
の
復
帰
」や「
進
路
開
拓
」、「
協
力
隊
経
験
の
生
か
し
方
」な
ど
、

協
力
隊
員
の「
帰
国
後
」に
つ
い
て
、O
B
・
O
G
に
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

帰
国
後

第
22
回 

看
護
師
隊
員
篇

＊1 やさしい日本語…日本語を母語とする話者でなくても理解できる表現だけを使っ

た日本語。

＊2 日本国際看護師…看護師を対象にした、外国人患者への安全、安心な医療の提

供に必要な経験や知識を認定する制度。一般社団法人国際臨床医学会が運営

するもので、一定の臨床経験や規定の研修の修了などが条件となっている。
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Pick Up OB・OG会 

青年海外協力隊
岡山県OV会

「派遣国」や「職種」など、何かしらの共通項を持つ協力隊経験者によって構成するOB・OG
会を、シリーズでご紹介していきます。

　
岡
山
県
の
出
身
者
、
お
よ
び
同
県
に
住

ん
だ
こ
と
が
あ
る
協
力
隊
経
験
者
で
構

成
す
る
当
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
協

力
隊
が
発
足
し
て
10
年
あ
ま
り
経
っ
た

1
9
7
0
年
代
後
半
。
協
力
隊
経
験
を
生

か
し
て
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
す
当
会
は
、「
地
域
」

が
縁
で
つ
な
が
る
協
力
隊
経
験
者
の
団
体

で
あ
る
が
ゆ
え
、
地
域
住
民
と
直
接
か
か

わ
る
活
動
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
1
つ
は
、
県
内
で
年
に
1
度
開
催
さ

れ
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
倉
敷
国
際
ふ

れ
あ
い
広
場
」
で
の
ブ
ー
ス
の
出
展
。
そ

の
ほ
か
、
派
遣
中
の
協
力
隊
員
の
家
族
に

協
力
隊
事
業
に
関
す
る
理
解
や
安
心
を
得

て
も
ら
う
「
家
族
連
絡
会
」
の
開
催
な
ど

も
継
続
し
て
行
っ
て
き
た
。

　
2
0
2
0
年
11
月
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

意
に
反
し
て
帰
国
が
叶
わ
ず
、
就
労
の
制

 

「
地
球
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
現
実
や

気
持
ち
を
伝
え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
代

表
の
臼
井
さ
ん
が
当
会
の
活
動
を
始
め

た
の
は
、
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
て
6
年

経
っ
た
1
9
8
3
年
。
主
に
学
校
教
育
に

か
か
わ
る
メ
ン
バ
ー
と
写
真
教
材
『
地
球

の
仲
間
た
ち
』
を
制
作
す
る
こ
と
か
ら
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
教
材
の
写
真
は

す
べ
て
協
力
隊
員
た
ち
に
提
供
を
依
頼
。

派
遣
中
に
知
り
合
っ
た
現
地
の
子
ど
も
た

ち
の
日
常
を
撮
影
し
た
も
の
だ
。
背
景
に

つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
情
報

も
載
せ
て
お
り
、
短
期
滞
在
者
の
取
材
で

は
つ
く
れ
な
い
、
子
ど
も
の
暮
ら
し
そ
の

も
の
が
見
え
る
教
材
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
こ
の
教
材
を
使
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
や
、
教
材
の
翻
訳
者

な
ど
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
、
ス
ラ
イ
ド

形
式
の
教
材
、
フ
ォ
ト
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
教
材

限
か
ら
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
県
内
の
留

学
生
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
コ
メ
の
提
供

だ
。
農
業
を
営
む
当
会
会
員
ら
の
寄
贈
を

受
け
、
約
3
0
0
人
の
留
学
生
に
2
キ
ロ

ず
つ
配
布
。
協
力
隊
経
験
を
生
か
し
た
地

域
社
会
へ
の
貢
献
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な

社
会
環
境
の
整
備
に
民
間
の
立
場
で
取
り

組
む
「
岡
山
県
協
力
隊
を
育
て
る
会
」
と

の
協
働
で
あ
る
。

 

「
私
も
協
力
隊
時
代
、
現
地
の
方
々
に
招

か
れ
、
食
事
を
振
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
こ
そ
、
そ
の
恩
返
し
の
時
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
1
人
の
留
学
生
に
届
け
ら

れ
る
コ
メ
の
量
は
わ
ず
か
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
日
々
の
な

か
、
1
人
で
も
多
く
の
留
学
生
に
少
し
で

も
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
、
取
り
組
ん
だ
活
動
で
す
」（
近

藤
代
表
）

（
写
真
と
そ
の
説
明
文
か
ら
な
る
も
の
）、

C
D
教
材
へ
と
展
開
。
い
ず
れ
も
コ
ン
セ

プ
ト
は
、「
地
球
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に

住
む
『
仲
間
た
ち
』
が
、
お
互
い
に
顔
の

見
え
る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
合
え
る
こ

と
」
を
目
指
す
教
材
だ
。
2
0
1
9
年
に

は
、
子
ど
も
1
人
で
も
親
子
で
も
楽
し
め

る
同
趣
旨
の
絵
本
『
地
球
の
仲
間
た
ち 

〜
ス
リ
ラ
ン
カ
／
ニ
ジ
ェ
ー
ル
〜
』
を
出

版
。
Q
R
コ
ー
ド
で
主
人
公
が
使
う
母
語

で
の
語
り
を
聴
い
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
読
者
自
身
の
日
常

を
ま
と
め
、
絵
本
の
主
人
公
の
日
常
と
比

較
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

 

「『
地
球
の
仲
間
た
ち
』
の
制
作
、
取
材
や

広
報
活
動
に
か
か
わ
り
た
い
と
思
う
協
力

隊
員
や
そ
の
経
験
者
の
方
々
の
ご
参
加

を
、ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と
、代
表

の
臼
井
さ
ん
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

2020年2月にJICAの地方支部と共催した「家族連絡会」の参加者たち

上：「グローバルフェスタJAPAN」では継続してブースを出展（写真
は2019年）　右：絵本『地球の仲間たち 〜スリランカ／ニジェー
ル〜』（ひだまり舎、1800円〈税別〉）の表紙。続編を制作中

開発教育を
考える会

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 不定期

役員会の頻度 不定期

会員・役員間の
主な連絡手段 メーリングリスト

問い合わせ窓口

■
（事務局長 〈マレーシア・体育・2010
年度2次隊〉宛）
■https://www.facebook.com/
ov.okayama

情報発信の手段 ■https://www.facebook.com/
ov.okayama

代 表 者
（モロッコ・測量・1981年度3次隊）

会 員 数 約430人

入会資格 JICA海外協力隊の経験を有する、岡山県出身者
または岡山県在住経験者

会　　費 2000円（夫婦は2人で3000円）／年

Organization

Management

Contact

正式名称 青年海外協力隊岡山県OV会

設立時期 1977年ごろ

法 人 格 任意団体

Outline
正式名称 開発教育を考える会

設立時期 1983年12月

法 人 格 任意団体

代 表 者
（エルサルバドル・美術・1974年度2次隊後期）

会 員 数 5人

入会資格 青年海外協力隊に参加した後、教育にかか
わってきた者

会　　費 なし

最高意思決定機関 会員総会

会員総会の頻度 毎年4月に開催

定例会の頻度 月1回（会員の都合に合わせて日程調整）

会員・役員間の
主な連絡手段 メーリングリスト、オンライン会議

問い合わせ窓口
■
■
■https://chikyu-nakama.com 

情報発信の手段 ■https://chikyu-nakama.com 

Outline

Organization

Management

Contact

■ 会の目的 ■ 会の目的 
さまざまな国で生きる子どもたちの暮らしやものの考え方などを、写
真や子どもたち自身の言葉によって伝える教材の制作とその普及を
行う。写真のソースは協力隊員が2年間の活動のなかで身近にいる
子どもにスポットを当てたもの。単なる取材ではなく、住んで初めて
わかる子どもと同じ視線が実現した。

■会員相互の親睦を図る。
■JICA海外協力隊員として得た経験を生かし、多種多様な民間文
化交流に協力し、その交流を通じ、広く世間一般に国際理解を促す。
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※進路相談の対象は、青年海外協力隊および日系社会青年海外協力隊経験者のみとなります。
※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話またはメールでのご連絡をお願いします。

今月の先輩隊員： さん

職種：コミュニティ開発

隊次：2017 年度2 次隊

出身地：北海道

任期終了時年齢：28 歳

生まれた年：1990 年

子どもの頃なりたかった職業：研究者（博士）

派遣国：スーダン 

 2次試験/3次試験  （1次面接/2次面接）

面接では、「志望動機」「なぜ開発コンサルティング企業か」「入社後に
どのようなプロジェクトに従事したいか」などを聞かれた。聞かれたこと
だけを答えるのではなく、積極的に＋αで回答する姿勢を見せた。その
ためには準備が必要で、協力隊での経験やその企業の事業内容、将来
の夢などを面接の前にきちんと言語化できるように練習することが大事
だと思う。

GOOD WAY!
「はい」か「いいえ」で答えられる質問でも、必ず理由を
つけて回答しました。また、協力隊以外の職歴がなかっ
たので、「将来伸びる」と面接官に印象付けられるよう
に、理路整然と回答ができるように準備をしました。

MESSAGE
コロナ禍で想定していた隊員活動を
送れない、送れなかった方も多いと
思いますが、そのやりきれない思いを
今後のアクションへの大きなきっか
けと捉えることが、就職活動におい
ても大切な視点になると思います。

GOOD WAY!
書類選考では書いている内容の論理性が求めら
れるので、「○○だから、△△だ」というロジック
がずれないように、文章を何度も推敲するよう心が
けました。

GOOD WAY!
1つのリソースに偏らず、
さまざまな情報源を持っ
たこと。メーリングリスト
登録やSNSのフォローは
一度行えば自動的に情
報が送られてくるので、コ
ストパフォーマンスがい
いと思います。

 応募開始/1次試験  （書類）

応募書類は、履歴書、職務経歴書、応募用紙（志望動機800文字） 。志
望動機には、協力隊活動を含む過去の自分の経験と、「今後より一層成
長したい」という強い意志を記載した。多くの応募者がいる書類選考で
は、自分の経験に基づいたできるだけオリジナリティのある内容を書く
ようにし、他の応募者との差別化を意識した。

 情報収集を開始  
国連フォーラムメーリングリスト、国際キャ
リア総合情報「PARTNER」、就職情報プ
ラットフォーム、一般社団法人海外コンサ
ルタンツ協会（ECFA）、英国開発学勉強会

（IDDP）、各企業のウェブサイト、各企業の
SNS（特にFacebookページ）を利用。知
り合いが全くいない企業を受けていたの
で、その企業の社風などの情報を得ること
が難しかった。そのため「OpenWork」の
口コミや各企業のSNSは、役に立った。国
連フォーラムメーリングリストは、国際協力
系の求人・インターン情報や、セミナー情
報が毎日5〜10通程度送られてくるので、
とても便利。

特別任期短縮で
任期終了が決まっ
た直後

任期終了
3カ月後

J I C A 海 外 協 力 隊 ウェブ サイト「 帰 国 隊 員の 進 路 開 拓 についての 相 談 受 付 」　

▲

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

就職先：

アイ・シー・ネット株式会社
事業概要：ODAコンサルティングや民間企業の海外展開支援、人材育成、スタートアップ支援などのコン
サルティング事業

 先輩隊員の

シューカツ記
先輩隊員たちが振り返る

就職活動の記録。

シューカツ
START

略 歴

■2014年3月、京都大学農学部食料環境経済学科卒業。その

後、英国のUniversity College London（UCL）MSc.Social 

Development Practiceで修士号を取得。

■2017年10月、青年海外協力隊員としてスーダンに赴任。

■2019年6月、任期終了（特別任期短縮）。

■2019年10月、開発コンサルティング企業のアイ・シー・ネット株

式会社に就職。

隊 員 時 代 の 活 動 を 教 えてください

コミュニティ開発隊員として地方都市カッサラの文化・メディア・観光省

に配属され、観光発展戦略の策定や観光プロジェクトの立案・実施など

に従事しました。2019年4月、軍事クーデターによる治安悪化に伴い、日

本に避難一時帰国。待機期間2カ月を経て、6月に特別任期短縮という

形で任期を終えることになりました。

任期終了
2カ月半後

応募した数…1社
書類選考通過…1社
内定した数…1社

 内定 

自 己 分 析

仕 事 選 び の 今 昔 。 重 視 し た の は ？

協力隊参加前＝ 　協力隊参加後＝

仕 事 選 び で 特 に 大 切 に し た こ と は ？

楽しみながら成長できる環境に身を置けるかどうか。

就 活 を と お し て 一 番 苦 労 し た こ と は ？

28歳でしたが企業などで働いた経験がなかったため、その弱点をどう

他で補うか、戦略を練るのに苦労しました。結果的には、自分が課題に

取り組む際に常に心がけている姿勢を３つ挙げ、学生時代、また協力隊

活動のなかで、その姿勢を裏付ける「語れる」エピソードを準備すること

で、国際協力業界でも通用するマインドセットを持っていることをアピー

ルしました。ちなみに、その３つの姿勢は、①安易な行動よりも、まずは

可能な限り多くの情報を集め、客観的に現実を捉え、その本質を見極め

ること。②論理的な思考に基づいて、目標を達成するためにボトルネッ

クになっている重要な課題を発見し、その解決策を見出すこと。③何よ

りも自分が向き合っている相手のニーズを重視すること、と書きました。

こ の や り 方 は よ か っ た と 思 え る と こ ろ は ？

志望企業は複数ありましたが（1社目で合格したため未受験）、あえて第

一志望などは決めずに、就職活動に臨んだことです。選択肢を常に複

数持つことで、面接でも過度に緊張することなく、自分の伝えたい思い

をきちんと表現することができると思います。

協 力 隊 経 験 を 書 類 に どう 書 きました か？

例えば、特別任期短縮で活動を終えてしまったやりきれない気持ちが、

次の国際協力の舞台で活躍するための大きなモチベーションになって

いる、というように、自分のアピールポイント・強みを裏付けるエピソー

ドとして、協力隊経験を盛り込めるように意識しました。

現 在 の 就 職 先 に 決 め た 理 由 は ？

開発コンサルティング企業でありながら、ODA事業に限らず、社会課題

を解決するための新規事業開発・ビジネス支援・グローバル教育など

にも積極的に取り組んでいて、とても面白い企業だと思ったからです。

仕 事 で 協 力 隊 経 験 が 生 か され て い るとこ ろ は？

社員の約3 ～ 4割が協力隊経験者のため、自然と親近感が湧く先輩・

同僚・後輩が多く、人間関係づくりの良いきっかけとなっています。

仕 事 の や り が い を 教 え て く だ さ い

現在経営戦略部に所属し、社会課題解決を目指す新規事業開発プロ

ジェクトが主な仕事ですが、自分のアイデアをどう事業計画に反映し、イ

ンパクトのある成果を生み出していくかを日々考え行動する機会がある

ことに、とてもやりがいを感じています。ODAプロジェクトも兼務し、国

際協力に貢献する様々な経験を積むことができるのもうれしいです。

今 後 の 抱 負 を お 願 い し ま す

就職活動当時の「楽しみながら成長し続けたい」という気持ちを忘れず

に、日々の仕事に励みたいと思います。

国外

収入

安定

プライベート

国内

やりがい

挑戦

仕事

強　み
知的好奇心、ロジカルシンキング、
仕組みづくり

弱　み 感情表現が苦手（やる気がないと思われがち）

有する経験 協力隊での開発途上国経験

任期終了
2カ月〜2カ月半後

任期終了
1カ月後

シューカツREVIEW
面接官に入社後の成長性を感じさ
せたことが内定につながった。

大学院・博士課程に進学し、研究者の道に進むつもり
でしたが、協力隊の経験から実務家として国際協力にか
かわりたいという思いが芽生え、「開発コンサルタント
業」を選択しました。現在の業務では主に「新規事業
開発」「ODA事業」「国内研修事業」に従事しています。

「アイ・シー・ネット株式会社」ウェブサイト▲

https://www.icnet.co.jp/

今月の業種：
民間企業

（コンサルティング業）

スーダンで観光省の同
僚と観光促進プロジェ
クトについて話し合う
椿原さん

就職！



ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
と
は
そ
の
名
の

通
り
「
見
え
な
い
サ
ッ
カ
ー
」
の
こ

と
。
5
人
制
で
行
わ
れ
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
以

外
は
視
覚
障
が
い
の
B
1
ク
ラ
ス
（
全
盲
か

ら
光＊
１

覚
ま
で
）
の
選
手
が
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
完
全
に
視
覚
を
閉
じ
た
状
態
で
プ
レ

ー
す
る
（
国
内
大
会
で
は
弱
視
者
、
晴＊
２

眼
者
も

出
場
可
能
）。
ボ
ー
ル
は
転
が
る
と
音
が
鳴
る

構
造
で
、
敵
陣
の
ゴ
ー
ル
裏
に
「
ガ
イ
ド
」
が

立
ち
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
距
離
を
選
手
に
伝
え
る

な
ど
、協
力
し
合
っ
て
行
う
ス
ポ
ー
ツ
だ
。

 

「
指
示
通
り
に
プ
レ
ー
を
す
る
か
ど
う
か
を

最
終
的
に
決
め
る
の
は
選
手
。
ガ
イ
ド
の
声

を
フ
ェ
イ
ン
ト
に
使
う
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」

　

そ
う
説
明
し
て
く
れ
る
の
は
隊
員
経
験
者

の
松
尾
雄
大
さ
ん
。
隊
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル

で
活
動
中
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
と
出
会

い
、
現
在
は
日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
以
下
、J
B
F
A
）
で
働
い
て
い
る
。

 

「
当
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
『
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
を
通
じ
て
視
覚
障
が
い
者
と
健
常
者
が

当
た
り
前
に
混
ざ
り
合
う
社
会
の
実
現
』。
協

力
隊
で
の
経
験
で
ス
ポ
ー
ツ
が
そ
の
社
会
を

実
現
す
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
」

　

松
尾
さ
ん
は
、
小
学
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
、教
員
で
あ
る
両
親
の
影
響
で
教
員
を
目
指

し
、
教
育
学
部
に
進
学
し
た
。
協
力
隊
に
参
加

し
て
い
た
大
学
の
友
人
を
通
じ
て
興
味
を
持

ち
、
自
身
も
協
力
隊
に
応
募
。
セ
ネ
ガ
ル
で
小

学
校
教
育
の
隊
員
と
し
て
活
動
を
始
め
た
。

　

セ
ネ
ガ
ル
で
は
、現
地
教
員
の
指
導
力
向
上

を
目
的
と
し
て
授
業
の
改
善
提
案
な
ど
を
行

い
、
そ
れ
と
並
行
し
て
地
元
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
コ
ー
チ
と
し
て
も
活
動
し
た
。
活
動
中
に
、

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
催
日
に
は
、日
本
か
ら
派
遣

さ
れ
た
J
B
F
A
の
職
員
と
共
に
活
動
。
配
属

先
の
小
学
校
で
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体

験
会
や
交
流
戦
な
ど
を
行
っ
た
。
当
時
を
振

り
返
っ
て
松
尾
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

 

「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は
選
手
で
あ
る
視
覚

障
が
い
者
と
、キ※
１

ー
パ
ー
、ガ
イ
ド
、監
督
の
晴

眼
者
が
協
力
し
て
行
う
も
の
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
同
じ
よ
う
に
社
会
で
も
お
互
い
が
協

力
し
て
生
き
て
い
け
る
と
伝
え
る
こ
と
で
、
共

生
社
会
が
実
現
で
き
る
と
感
じ
た
の
で
す
」

　

ま
た
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
選

手
た
ち
と
友
達
に
な
っ
た
松
尾
さ
ん
は
、
彼
ら

と
話
す
な
か
で
「
働
く
場
や
社
会
参
加
の
機

会
が
少
な
い
」
と
い
う
課
題
も
知
っ
た
。

 

「
友
達
が
困
っ
て
い
た
ら
何
か
し
た
い
と
い

う
単
純
な
思
い
。
そ
し
て
自
分
の
障
が
い
へ
の

考
え
方
を
変
え
て
『
も
ら
え
た
』
か
ら
お
返

し
し
た
い
と
い
う
思
い
。
そ
の
た
め
に
自
分
は

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

出
し
た
答
え
が
、
J
B
F
A
へ
の
参
加
だ
。

障
が
い
の
課
題
を
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
解
決
で
き

る
と
知
っ
た
松
尾
さ
ん
は
、
J
B
F
A
の
ビ
ジ

ョ
ン
で
あ
る
「
当
た
り
前
に
混
ざ
り
合
う
社

会
」
の
実
現
に
参
画
で
き
る
と
思
っ
た
の
だ
。

障
が
い
を
つ
く
る
社
会
を
変
え
る

障
が
い
を
つ
く
る
社
会
を
変
え
る

　

現
在
、松
尾
さ
ん
は
J
B
F
A
の
職
員
と
し

て
、学
校
で
の
体
験
型
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
人
材
育

成
（
ス
ポ
育
）」
の
講
師
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ

カ
ー
大
会
の
演
出
、
法
人
営
業
な
ど
を
担
当

し
て
い
る
。
ス
ポ
育
で
は
、
日
本
国
内
の
小
・

中
・
高
校
を
視
覚
障
が
い
当
事
者
で
あ
る
選

手
と
一
緒
に
訪
れ
、児
童
・
生
徒
た
ち
に
ブ
ラ

イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
J
B
F
A
全
体
で
は
年
間
約
6
0
0
件

を
実
施
し
、松
尾
さ
ん
も
年
間
1
0
0
件
ほ
ど

担
当
。
障
が
い
を
知
る
入
り
口
の
重
要
性
を

理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、体
験
会
で
は
選
手

に
前
面
に
出
て
も
ら
い
、児
童
・
生
徒
と
か
か

わ
る
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な

く
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
社
会
貢
献

や
国
際
協
力
で
の
活
用
の
広
が
り
に
も
、今
後

注
目
し
て
ほ
し
い
と
松
尾
さ
ん
は
話
す
。

 

「
障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
誰
も
が

か
か
わ
り
合
え
る
、つ
な
が
り
合
え
る
場
に
な

る
と
い
う
の
が
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
。
異
な

る
視
点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
新
し
い
活
用
方
法

を
考
え
て
い
く
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
で
あ
れ
ば
共
生
社
会

を
体
現
し
た
場
を
体
験
で
き
る
の
で
、ま
ず
は

皆
さ
ん
も
体
験
し
て
く
だ
さ
い（
※
2
）」

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
つ
な
げ
、将
来
セ
ネ
ガ

ル
に
基
盤
を
置
い
た
活
動
を
し
た
い
と
、松
尾

さ
ん
は
2
0
2
0
年
に
団※
３

体
を
設
立
し
た
。

「
セ
ネ
ガ
ル
の
人
と
共
に
生
活
し
な
が
ら
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
仲
間
を
集
め
、

障
が
い
当
事
者
が
主
体
と
な
っ
て
社
会
に
参

加
で
き
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

P
R
O
F
I
L
E
●
ま
つ
お
・
ゆ
う
だ
い

1
9
9
2
年
生
ま
れ
、
福
岡
県
出
身
。
長
崎
大
学
教
育

学
部
を
卒
業
後
、
2
0
1
6
年
9
月
、
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
に
赴
任
。
小
学
校
で
の
算
数
の

学
力
向
上
の
た
め
、
教
員
向
け
に
算
数
の
モ
デ
ル
授
業

の
映
像
教
材
制
作
な
ど
を
行
う
。
18
年
9
月
、
帰
国
。

そ
の
後
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
デ
フ
（
聴
覚
障
が
い
）
サ
ッ
カ

ー
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
、19
年
か
ら
現
職
。

J
I
C
A
が
実
施
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
と
開
発
」

有
識
者
派
遣
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

た
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
教
育
」が
開
催
さ
れ
た
。そ
の
際
、

隊
員
主
催
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
担
当

し
た
こ
と
が
人
生
を
変
え
た
。

 

「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
な
ん
て
初
耳
。
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
単
語
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
関
心
も
興
味
も
な
く
、障
が
い
者
は
支

援
さ
れ
る
存
在
、で
も
ど
う
接
し
た
ら
良
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
当
時
の
私
が
障

が
い
者
に
持
つ
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
」

　

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
集
め
、セ
ネ
ガ
ル
国
立
盲

学
校
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
あ

る
と
知
っ
て
訪
問
。
そ
こ
に
は
競
技
場
を
自
由

に
駆
け
回
る
選
手
と
、そ
れ
を
見
る
地
域
の
サ

ッ
カ
ー
少
年
の
姿
が
あ
っ
た
。

 

「『
私
と
何
も
変
わ
ら
な
い
』
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
練
習
に
参
加
し

ま
し
た
が
、私
は
選
手
に
全
く
敵
わ
な
い
。
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
選
手
に
出
会
っ
た
こ
と
で
『
障

が
い
』へ
の
意
識
が
完
全
に
変
わ
り
ま
し
た
」

ブラインドサッカーを通じてブラインドサッカーを通じて
共生社会の実現を目指す共生社会の実現を目指す

「「ブラインドサッカーを通じて視覚障がい者と健常者が当たり前に混ざブラインドサッカーを通じて視覚障がい者と健常者が当たり前に混ざ

り合う社会の実現」を目指し、活動する団体「日本ブラインドサッカー協り合う社会の実現」を目指し、活動する団体「日本ブラインドサッカー協

会」。協力隊でブラインドサッカーの魅力を知り、社会がつくり出す障が会」。協力隊でブラインドサッカーの魅力を知り、社会がつくり出す障が

いを解決する一助になりたいと、同団体で協力隊経験者が働いている。いを解決する一助になりたいと、同団体で協力隊経験者が働いている。

ブブ

Ja p a n O ve r s e a s C o op e r a t i on Vo lu n t e e r s ' S P OR T S N E W S

日本ブラインドサッカーが実施する「スポ育」で小学生にブラインドサッカー
を体験してもらう様子。新型コロナウイスル感染症拡大の影響で、生活に制限
があるからこそ子どもたちに体験をしてほしいという学校の先生からの要望も
あるという

©JBFA

セネガルで松尾さんが設立したサッカーチームの子どもたちと
隊員時代の松尾さん

JOCV SPORTS NEWSJOCV SPORTS NEWS
平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。平和・平等・協力・健康……「スポーツが    持つ力」と自身の専門性を掛け合わせ、未来をつくりあげるJICA海外協力隊経験者たちの現在の活動・仕事を紹介します。

特定非営利活動法人
日本ブラインドサッカー協会
事業戦略部法人営業チーム
事業推進部
地域推進グループ

さん
（セネガル・小学校教育・
2016年度2次隊）

松尾さんが伝える

「ブラインドサッカー」の魅力！
ブラインドサッカーの面白さは次の3つ。
①激しくぶつかり合いながら、自由に駆け
回る選手たちの姿。
②選手と晴眼者（キーパー〈弱視者も可〉、
監督、ガイド）とのコミュニケーション（声かけ）。
③観戦者は観戦中は静かに、ゴールが入
ったときには思いっきり盛り上がる。
アイマスクをした選手たちが自由にピッチ
を駆け回り、ボールを追いかけ、相手選手
やフェンスなどと激しくぶつかり合ってい
る姿は見所のひとつ。そしてゴールが入っ
たときに観客も一緒になって喜ぶ瞬間は、

セネガルのブラインドサッカーの選手と松尾
さん。（現在、松尾さんは日本のチーム「パペ
レシアル品川」の選手としてプレーしている）

障がい者スポーツでありながら障がいは
なく、まさに共生社会を体現した場を感じ
られると思います。

※1 キーパーは弱視者も可。　※2 詳細は日本ブラインドサッカー協会ウェブサイト「体験・プログラム」をご覧ください ▲ https://www.b-soccer.jp/ex_program
※3 スポーツを通じてセネガルの障がいに挑み、共に障がいなき世界を目指す団体 『WITH PEER』。 ＊1 光覚…光を感じられる。　＊２ 晴眼者（せいがんしゃ）…視覚障がいのない人。　
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募集中のお題

「ゲーム」「味付け」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

台所で目撃
私の任地は、年中常夏。年間を通してさまざまなフルーツが大きな実をつけていた。ステイ先のママはい
つもミキサーでフルーツジュースをつくってくれた。マンゴー、スイカ、レモン、パイナップル……甘く

ておいしかったけど、お玉3杯ほどの砂糖を入れているのを目撃してからは1日1杯で我慢を心掛けた。

ペンネーム：暑いとカロリーが必要 さん（中南米・コミュニティ開発・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

イラスト＝牧野良幸

　 love outdoors
近代化が進み、プロパンガスを用いたガス
台が普及していますが、屋外で薪を使った調
理も行われており、手づくりのカマドは煙が
出にくい構造に工夫されています。現地の
料理に欠かせない新鮮な食材のココナッツ
は、そのハスク（ココナッツの殻）が燃料に
なり、余すところはありません。屋外でつく
る料理って、興奮しますよね。

ペンネーム：Mimi さん
（大洋州・栄養士・2018年度派遣）

★ 　 心が通う場所
訪れた家庭のキッチンで過ごすのが好きだ
った。その家のお母さんが主

あるじ

のその場所で、
停電などの開発途上国ならではの不便さと
格闘しながら、みんなと一緒に手を動かす
と、相手の心が開いていくような気がしてう
れしかった。日本の暮らしのなかで、キッチ
ンに1人で立つと、あのときの不便さが恋し
くなる。

ペンネーム：メルノワ さん
（アジア・コミュニティ開発・2018年度派遣）

★
★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？

　 スローフード
「昼飯食べていけ」と訪問先でお昼ごはんに
誘われた。しばらく外にあるキッチンで待っ
ていると畑で取れた野菜と鶏を持ってお父
さんがひょっこり。火を起こして、井戸から水
を汲んで、鶏をさばいて……もう日が暮れち
ゃうよ。キッチンの火で温まりながら食べた
夕
・

ご
・

飯
・

、おいしかったなー。

ペンネーム：黒猫のチムニャ さん
（アフリカ・コミュニティ開発・2018年度派遣）

★★★

お題 ▶︎ 台所
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一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室
eメール

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和3年1月号［第57巻第1号 通巻663号］
発行日　令和3年1月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1
竹橋合同ビル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●日本でつくれる派遣国レシピをお寄せください。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ
INFORMATION

　令和2年度秋の叙勲で、二本松・駒ヶ根両訓練所で語学講師を勤
めたダムバダルジャー・ナランツェツェグさんが、日本とモンゴルの
相互理解を深め、協力関係を発展させることに大きな貢献をしたこ
とが評価され、「旭

きょく

日
じつ

小
しょう

綬
じゅ

章
しょう

」を受章しました。

　2020年9月30日、国
際大学（IUJ）とJICAは、
SDGsの達成等に向け
て、世界が抱える開発課
題の解決を牽引する将来
のリーダーとなる国際人
材の育成を目的に、覚書
を締結しました。署名式はIUJの伊

い

丹
たみ

敬
ひろ

之
ゆき

学長とJICAの小
こ

林
ばやし

広
ひろ

幸
ゆき

青年海外協力隊事務局長との間で、オンラインにて実施されました。
IUJとJICAは15年に、国際貢献、学術研究及び教育の発展に寄与
することを目的に覚書を締結しました。現在181人のJICA研修員が、
IUJの学位課程で専門知識を付与する研修員受入プログラムに在籍
しています。今回の覚書により、JICA海外協力隊員を対象に、IUJ
の修士号プログラムを通じた国際人材の育成を実施します。

　JICA事業を支える人材の派遣再開に向け、各国の医療事情を収
集し万全な感染症対策を講じる必要があります。これらを実地で支
援いただく看護師を大募集します。詳細は国際キャリア総合情報サ
イトPARTNERより「海外派遣・看護師募集」で検索ください。
問い合わせ先

▲

JICA人事部健康管理室

訓練所の元モンゴル語語学講師が
「秋の叙勲」で 「旭日小綬章」を受章

国際大学とJICA青年海外協力隊事務局が
覚書を締結

海外派遣看護師大募集！ 応募締切：1月20日
オンラインでの署名式の様子

展示品について来場者に説明す
るJICA駒ヶ根のスタッフ

　JICAでは、国際協力事業を通じて開発途上国の人材育成や社会
発展に多大な貢献をされた個人・団体に対し、その功績をたたえ、
「JICA理事長賞」を授与しています。16回目の今年度は、48個人・
団体が表彰され、そのオンライン表彰式が2020年10月15日に開
催されました。個人では、3人の隊員OBが受賞しました。
　受賞したのは、10年以上にわたり、ブラジルやアルゼンチンで果
樹栽培の技術指導に従事した さん（日系社会シニア・ボラ
ンティア／ブラジル・農業・2003年度派遣）、長年にわたりペルー
の陸上競技の振興と発展に大きく寄与した さん（ペルー・陸
上競技・1980年度1次隊）、20年以上にわたり、フィリピンやケニア、
バングラデシュなどでの基礎教育分野のJICA事業に貢献した広島
大学大学院人間社会科学研究科教授の さん（フィリピン・
理数科教師・1984年度1次隊）です。

第16回JICA理事長表彰
受賞者・団体が決定

　1965年の青年海外協力隊創設以来
の歴史を振り返ることができる「青年海
外協力隊歴史展示コーナー」を駒ヶ根
訓練所内に新設しました。同コーナーに
は協力隊の歴史年表パネルをはじめ、初
代隊員たちの派遣前訓練の様子をとら
えた写真や、隊員たちがつくったアルバ
ム、歴代の募集ポスター、周年事業の資料などを展示。隊員候補者は
もとより、隊員OB・OGや一般の方にも広く紹介したいと考えています。
施設訪問や同コーナーについては下記ウェブサイトをご覧ください。

▲

JICA駒ヶ根「施設訪問」　※施設訪問は予約制です。
https://www.jica.go.jp/komagane/enterprise/kaihatsu/
program.html

駒ヶ根訓練所内に青年海外協力隊歴史
展示コーナーを新設！
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今月号の表紙
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　私の任地だったタイのラノーンは、漁師町
でもあり、イカがたくさん獲れます。初めて
食べたのは、ソンクラーン（タイの旧正月）
の水かけ祭りの前日。同僚の家に泊まりに
行き、夕食に同僚のお母さんがこの「パップ
ラームック・ガップトンホーム（イカとネギの
炒め物）」をつくってくれ、あまりにおいしく
てすぐにつくり方を尋ねました。同僚のお
父さんともよく話しましたが、彼は私の任期
中に体調が悪化して亡くなりました。二度
と戻らないあの日、たくさんのタイでの思い
出がよみがえってくる料理のひとつです。
　現在私は宮城県に住んでいますが、こ
こでも在留タイ人と交流する機会を持つこ
とができています。タイ語が話せること、タ
イ料理がつくれること、それらが現在に生
かされていることで、改めて協力隊で貴重
な経験をしてきたのだと感じます。今後も
国内外を問わず、また公私を問わず、タイの
人 と々交流を持ち続けていきたいです。

新鮮なイカを肝ごと使った
タイ料理「イカとネギの炒め物」

イカ…400g
長ネギ…1.5本
ニンニク…2片
青唐辛子…5本（辛さによる）※
サラダ油…適量
オイスターソース…大さじ3〜5
ナンプラー…小さじ2
砂糖…小さじ１
酒…50ml
水…50ml
※赤唐辛子でも代用可能。

❶イカは軟骨を取り除き、内臓は取り出さず
に約3センチ幅に切る（頭部は使わない）。

❷	ニンニクは包丁の腹で押しつぶしてから、
適当な大きさに切る。ネギは約1センチ幅
の斜め切り。青唐辛子は輪切り。

❸	フライパンにサラダ油とニンニクを入れ、
ニンニクを少し炒める。

❹	イカを入れて、酒を振りかけ、炒める。
❺	イカにほぼ火が通ったらネギと唐辛子を入
れ、オイスターソース、ナンプラー、砂糖を
加え、ネギが少しシナっとするまで炒める。
❻	水を入れて、ひと煮立ちさせたら、完成。

今回、オイスターソースとナンプラーを合わ
せましたが、現地では「マッシュルームソイ
ソース」をベースに味付けします。手に入っ
たときはお試しください。

❶目玉がついている部
分が頭部（写真左上）、
足の付け根にある「カラ
ストンビ」と呼ばれる固
い部分も取り除く。

❷全ての調味料とカット
された食材。切ったイカ
は一旦ザルに上げて余計
な水分を落とした方がお
いしくつくれる。

さん
（タイ・青少年活動・2017年度2次隊）
●活動内容：人身取引被害者のシェルター
に派遣され、入所者向けのアクティビティの
企画と実施に携わった。

今月の料理人

材料（3人分）

つくり方

ひとくちメモ

隊員's ポイント！
強火で一気に火を通
し、イカとネギを炒め
すぎないこと！

日本でつくる現地の
「めし」は活力の源

おかわ
り!
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